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第
三
者
に
よ
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産
の
管
理
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（

一
相
続
に
お
け
る
清
算
的
要
素
の
導
入
の
契
機
と
し
て
の
遺
言
執
行
者
の
権
限
の
検
討
1

有

地

亨

第
一
　
問
題
の
所
在

第
二
　
遺
言
執
行
者
の
権
限
に
関
す
る
判
例
の
分
析

一
　
受
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者
と
相
続
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間
の
争
い

e
　
受
遺
者
か
ら
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続
人
に
対
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る
場
合

　
㈲
　
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
の
登
記
抹
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求
e
一
口

　
㈲
　
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
の
所
有
権
移
転
登
記
請
求
日
－
四

　
回
　
金
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債
権
の
遺
贈
の
場
合
の
受
遺
者
に
よ
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給
付
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求
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口
　
相
続
人
か
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受
遺
者
に
対
す
る
場
合
囚
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言
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争
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言
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行
者
に
対
す
る
場
合
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説論

　
　
　
勧
　
遺
言
無
効
確
認
の
訴
日
－
園

　
　
　
個
　
遺
留
分
権
利
者
の
包
括
遺
贈
減
殺
の
意
思
表
示
儲
蓄
（
以
上
本
号
掲
載
）

　
三
　
遺
言
執
行
者
と
受
遺
者
間
の
争
い

　
　
8
　
遺
言
執
行
者
か
ら
受
遺
者
に
対
す
る
場
合
国

　
　
口
　
受
遺
者
か
ら
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
場
合

　
　
　
㈲
　
受
遺
者
か
ら
遺
言
巌
壁
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
手
続
の
請
求
㊨

　
　
　
㈲
　
受
遺
者
か
ら
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
遺
贈
義
務
の
履
行
の
請
求
書

　
四
　
遺
言
執
行
者
と
第
三
者
間
の
争
い

　
　
　
　
遺
言
執
行
者
か
ら
第
三
者
に
対
す
る
場
合

　
　
　
回
　
遺
贈
の
目
的
不
動
産
に
つ
き
相
続
に
よ
る
所
有
権
取
得
登
記
手
続
を
経
た
相
続
人
か
ら
譲
渡
を
受
け
、
所
有
権
移
転
登
記

　
　
　
　
を
了
し
た
第
三
者
に
対
す
る
登
記
抹
消
請
求
圏
一
飼

　
　
　
㈲
　
遺
贈
の
目
的
た
る
債
権
に
関
す
る
債
権
証
書
に
つ
き
受
寄
者
た
る
第
三
者
に
対
す
る
引
渡
の
請
求
目

　
　
　
勧
　
訴
訟
に
係
属
中
の
特
定
債
権
が
遺
贈
さ
れ
た
場
合
の
被
告
適
格
尉
i
圏

　
五
　
受
遺
者
と
第
三
者
間
の
争
い

　
　
　
㈲
　
債
権
の
遺
贈
に
つ
き
、
受
遺
者
か
ら
債
務
者
に
対
す
る
弁
済
請
求
日
圏

　
　
　
㈲
　
遺
贈
の
家
屋
の
譲
渡
を
受
け
こ
れ
を
占
有
す
る
第
三
者
に
対
す
る
仮
処
分
の
申
し
立
て
昌

　
六
　
相
続
人
と
第
三
者
間
の
争
い
圃

　
七
　
総
括

第
三
　
西
欧
中
世
の
遺
言
執
行
者
の
権
限
の
比
較
法
的
考
察

　
繭
　
一
三
世
紀
頃
の
遺
言
執
行
者
の
セ
ー
ジ
ー
ヌ
の
態
様

　
二
　
遺
言
執
行
者
の
権
限
と
相
続
人
の
権
限
と
の
競
合

　
三
　
遺
言
執
行
者
の
セ
ー
ジ
ー
ヌ
の
設
定
の
方
式

　
晒
　
遺
言
執
行
者
の
セ
ー
ジ
ー
ヌ
の
性
絡
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第三第
六五四八七六五

遺
言
執
行
者
の
セ
ー
ジ
ー
ヌ
の
移
転
性

遺
言
執
行
者
の
セ
ー
ジ
ー
ヌ
の
対
象

死
者
の
債
権
・
債
務
の
帰
属

総
括

家
事
審
判
規
則
第
一
〇
六
条
一
項
に
よ
る
遺
産
管
理
人
の
職
務
権
限

遺
産
管
理
の
問
題
点

結
び

第
欄
　
間
題
の
所
在

第三者による遺産の管理（有地）

　
わ
が
相
続
法
に
お
け
る
遺
産
の
承
継
は
相
続
開
始
と
同
時
に
被
相
続
人
か
ら
相
続
人
の
手
に
直
接
包
括
的
に
承
継
さ
れ
、
そ
の
間
に
第

三
者
に
よ
っ
て
相
続
財
産
を
清
算
す
る
過
程
の
介
入
す
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
遺
産
は
こ
の
当
然
包
括
的
承

継
主
義
に
基
づ
い
て
被
相
続
人
か
ら
相
続
人
に
無
媒
介
に
移
転
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
抽
象
的
、
観
念
的
領
域
の
問
題

に
と
ど
ま
り
、
相
続
の
現
実
に
お
い
て
は
、
遺
産
が
被
相
続
人
の
死
亡
1
1
相
続
開
始
か
ら
分
割
手
続
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
人
に
分

割
帰
属
す
る
と
い
う
過
程
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
も
、
共
伺
相
続
、
相
続
開
始
時
か
ら
分
割
終
了
時
ま
で
の
遺
産
か
ら

の
果
実
・
収
益
の
産
出
、
遺
産
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
増
大
、
ま
た
遺
産
の
滅
失
殿
損
か
ら
生
ず
る
代
償
財
産
の
出
現
、
さ
ら
に
は
、

相
続
財
産
の
構
成
の
複
雑
化
と
い
う
事
態
に
規
定
さ
れ
た
分
割
手
続
の
実
態
に
よ
っ
て
相
続
開
始
か
ら
遺
産
分
割
す
る
ま
で
の
過
程
で
、

相
続
財
産
が
相
対
的
に
独
立
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
遺
産
分
割
を
ば
相
続
と
は
別
個
の
独
自
の
過
程
で
捉
え
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

す
る
試
み
が
な
さ
れ
、
　
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
意
味
で
の
清
算
的
要
素
が
内
存
す
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
示
峻
さ
れ
て
い
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論説

る
。
と
同
時
に
、
被
相
続
人
の
死
亡
か
ら
分
割
野
並
ま
で
の
時
間
的
間
隔
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
当
該
遺
産
の
管
理
の
問
題
を
解
決
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
、
遺
産
管
理
の
問
題
が
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　
か
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
お
い
て
は
、
遺
産
分
割
の
過
程
で
共
同
相
続
人
の
手
に
よ
る
複
雑
な
共
同
管
理
に
委
ね
る
よ
り
は
遺
産
管
理

人
を
選
任
し
、
そ
の
者
に
全
面
的
に
、
遺
産
の
管
理
、
清
算
を
委
ね
る
方
が
簡
便
で
も
あ
る
し
、
ま
た
、
利
害
関
係
入
に
対
し
て
損
害
を

与
え
る
お
そ
れ
も
少
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
余
地
も
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
わ
た
く
し
は
か
っ
て
「
共
同
相
続
関
係
の
法
的
構
造
」
と
題
す
る
論
稿
で
、
遺
産
分
割
の
過
程
で
相
続
財
産
が
分
割
過
程
に
規
定
さ
れ

て
そ
れ
自
体
と
し
て
相
対
的
に
独
立
性
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
は
そ
れ
に
継
続
す
る
研
究
の
一
つ
と
し
て
、

更
に
一
歩
す
す
め
、
清
算
主
義
を
採
用
し
て
い
な
い
わ
が
相
続
法
制
下
で
、
遺
産
分
割
過
程
に
お
い
て
清
算
的
要
素
を
解
釈
論
的
に
ど
の

よ
う
な
形
で
、
ど
の
程
度
採
用
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
民
法
、
家
事
審
判
法
、
家
事
審
判
規
則
は
、
相
続
が
開
始
し
て
か
ら
遺
産
分
割
の
終
了
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
相
続

財
産
の
管
理
・
清
算
と
い
う
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
・
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
相
続
の
態
様
に
応
じ
て
各
種
の
相
続
財
産
管
理
人
を
設

け
、
そ
れ
ら
の
管
理
人
の
権
限
を
規
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
相
続
財
産
管
理
人
に
つ
い
て
の
諸
法
の
規
定
は
立
法
的
解
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

が
強
く
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
ほ
ど
不
統
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
従
っ
て
相
続
開
始
後
遺
産
分
割

終
了
ま
で
の
遺
産
の
管
理
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
か
を
み
る
と
、
相
続
が
開
始
し
て
相
続
人
が
相
続
の
放
棄
な
い
し
は
承

認
を
な
し
う
る
期
間
中
の
相
続
財
産
を
保
金
す
る
た
め
に
、
相
続
人
に
対
し
そ
の
固
有
財
産
に
お
け
る
と
同
一
の
注
意
義
務
を
課
し
、
さ

ら
に
、
相
続
入
に
管
理
さ
せ
る
の
が
適
当
で
な
い
と
お
も
わ
れ
る
場
合
に
は
、
相
続
財
産
管
理
入
を
選
任
し
て
、
こ
れ
に
管
理
さ
せ
る
方

法
が
用
意
さ
れ
て
い
る
（
九
一
八
条
）
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
選
任
さ
れ
た
管
理
入
は
相
続
入
に
よ
っ
て
承
認
ま
た
は
放
棄
が
な
さ
れ
た
と

き
に
は
、
当
然
に
そ
の
任
務
は
終
了
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
遺
産
分
割
の
調
停
・
審
判
の
申
立
が
あ
れ
ば
、
家
事
審
判
規
則
第
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第三者による遺産の管理（有地）

一
〇
六
条
、
第
＝
三
二
条
に
従
っ
て
家
庭
裁
判
所
は
相
続
財
産
の
管
理
入
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
間
の
期

間
中
の
遺
産
の
管
理
、
す
な
わ
ち
共
同
相
続
人
が
単
純
承
認
し
た
の
ち
に
、
遺
産
分
割
の
申
立
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
の
遺
産
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
共
同
相
続
人
に
よ
る
共
同
管
理
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
不
適
当
で
、
管
理
人
の
設
置
を
必
要
と
す
れ
ば
、
共
同
相
続
人
全
員

の
協
議
に
よ
っ
て
管
理
人
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
協
議
が
調
わ
な
け
れ
ば
、
わ
ず
か
に
九
一
八
条
を
類
推
適
用
し
て
管
理
人
を
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

し
て
管
理
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
に
か
く
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
管
理
入
に
つ
い
て
も
、
そ
の
権
限
の
内
容
に
つ
い

て
は
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
清
算
主
義
を
採
用
し
て
い
な
い
現
行
相
続
法
の
も
と
で
、
第
三
者
が
相
続
財
産
管
理
人
に
選
任
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
相

財
続
産
管
理
人
の
権
限
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
般
に
、
現
行
相
続
法
下
の
相
続
財
産
管
理
人
の
権
限
を
考
え
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
権
限
の
内
容
は
当
該
相
続
財
産
管
理
人
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

遺
産
管
理
の
目
的
に
応
じ
て
つ
ぎ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
察
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
相
続
人
廃
除
審
判
確

定
前
の
管
理
人
（
八
九
五
条
一
項
）
、
相
続
の
承
認
・
放
棄
前
の
管
理
人
（
九
一
八
条
二
項
）
、
相
続
の
放
棄
後
の
管
理
入
（
九
四
〇
条
二
項
）

の
ご
と
く
、
相
続
人
が
未
確
定
で
あ
る
た
め
に
、
相
続
人
が
確
定
す
る
に
い
た
る
ま
で
、
相
続
財
産
の
保
存
を
目
的
と
し
て
管
理
人
を
設

置
す
る
場
合
で
あ
り
、
第
二
は
、
限
定
承
認
後
の
管
理
人
（
九
二
六
条
二
項
、
九
三
六
条
）
、
財
産
分
離
請
求
後
の
管
理
人
（
九
四
三
条
二
項
、

九
四
四
条
九
五
〇
条
）
、
相
続
人
不
存
在
の
場
合
の
管
理
人
（
九
五
二
条
、
九
五
三
条
）
の
ご
と
く
、
相
続
債
権
者
な
ど
に
対
す
る
債
務
弁
済

の
必
要
上
相
続
財
産
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
処
分
し
て
清
算
を
行
う
場
合
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
相
続
法
は
一
般
に
は
清
算
主
義
を
採
用
し
て
い
な
い
た
め
相
続
財
産
の
清
算
が
実
行
さ
れ
る
の
は
、
前
述
の
第
二
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

範
疇
の
特
殊
な
相
続
の
型
の
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
わ
が
相
続
法
で
対
蹟
的
な
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
英
国
相
続
法
で
あ
る
。

　
英
国
相
続
法
は
死
者
と
受
益
者
（
受
遺
者
と
法
定
相
続
入
）
間
に
仲
介
入
と
し
て
入
格
代
表
者
　
（
弓
巽
ω
8
包
囲
。
℃
お
ω
⑦
昌
酔
暮
抑
く
O
）
を
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介
入
さ
せ
、
こ
の
人
格
代
表
者
が
裁
判
所
の
監
督
の
も
と
に
死
者
の
債
務
の
弁
済
、
遺
産
の
分
配
な
ど
の
死
者
の
財
産
言
霊
の
清
算
を
行

説　
　
う
。
こ
の
よ
う
に
英
国
相
続
法
で
は
、
遺
産
は
包
括
的
に
入
格
代
表
者
に
承
継
さ
れ
て
、
清
算
さ
れ
る
と
い
う
遺
産
管
理
制
度
が
法
定
さ

論　
　
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
英
国
相
続
法
の
ご
と
き
人
格
代
表
者
制
度
を
お
か
ず
、
死
者
を
代
表
す
る
の
は
相
続
人
や
包

　
　
括
受
遺
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
は
セ
ー
ジ
ー
ヌ
　
（
の
巴
ω
ぎ
①
）
の
理
論
構
成
に
よ
っ
て
死
者
の
昇
格
を
承
継
し
、
相
続
債
務
は
分
割

　
　
さ
れ
て
相
続
人
や
包
括
受
遺
者
が
個
別
的
に
そ
の
弁
済
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
遺
産
管
理
制
度
や
相
続
債
務
の
弁
済

　
　
な
ど
の
管
理
清
算
制
度
は
存
在
し
な
い
。
　
こ
の
点
で
、
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
構
成
は
わ
が
相
続
法
に
酷
似
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
（
炉

　
　
宏
。
ぐ
竃
①
切
H
o
妻
ご
）
は
、
英
法
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
遺
産
の
清
算
問
題
を
論
じ
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
で
も
、
英
法
の
人
格
代
表
者
の
よ
う
な

　
　
仲
介
者
制
度
を
導
入
す
る
必
要
性
を
説
き
つ
つ
も
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
で
、
人
格
代
表
者
に
相
応
す
る
も
の
が
遺
言
執
行
者
で
あ
る
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
　
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
《
イ
ギ
リ
ス
の
人
格
代
表
者
の
よ
う
な
仲
介
者
の
必
要
は
そ
れ
で
も
な
お
感
じ
ら
れ
る
。
　
遺
言
執
行
者

　
　
（
Φ
×
ひ
O
＝
け
Φ
∬
円
　
齢
Φ
◎
o
吟
9
0
ヨ
①
づ
｛
鋤
一
型
Φ
）
の
制
度
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
彼
の
主
要
な
義
務
は
遺
言
が
攻
撃
さ
れ
る
場
合
に
は
、

　
　
そ
の
効
力
を
保
存
し
、
ま
た
、
遺
言
条
項
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
監
視
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
遺
言
執
行
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
執
行
者
に

　
　
比
す
れ
ば
名
ば
か
り
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
彼
は
執
行
者
の
包
括
的
権
限
を
欠
き
、
ま
た
、
遺
産
の
所
有
権
は
彼
に
は
付
与
さ
れ
な
い
。

　
　
そ
の
か
わ
り
に
、
彼
は
範
囲
と
存
続
期
間
で
制
限
さ
れ
た
セ
ー
ジ
ー
ヌ
を
与
え
ら
れ
る
。
実
務
で
は
、
相
続
財
産
の
清
算
人
や
管
理
者
と

　
　
し
て
の
人
格
代
表
者
の
役
割
は
そ
の
清
算
を
委
託
さ
れ
る
公
証
入
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
。
公
証
入
の
職
務
（
一
P
O
↓
鋤
同
一
Ω
9
鹸
）
は
し
ば
し
ば
実

　
　
務
家
自
身
を
し
て
彼
の
書
記
（
9
興
8
）
の
一
人
に
な
っ
て
事
実
上
執
行
者
ま
た
は
管
理
者
と
し
て
行
為
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ラ

　
　
ン
ス
民
法
典
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
た
。
実
際
、
遺
産
を
集
積
し
、
債
務
を
弁
済
し
、
残
余
財
産
を
分
配
す
る
の
が
公
証

　
　
人
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
法
的
に
は
、
公
証
人
は
必
要
な
証
書
の
作
成
に
際
し
て
助
言
の
資
格
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
相
続
人
ま
た
は
包

　
　
括
受
遺
者
が
死
者
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
訴
え
、
ま
た
、
訴
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》
。
フ
ラ
ン
，
ス
民
法
に
お
い
て
も
、
英
国
相
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続
法
と
は
体
系
的
に
は
ま
っ
た
く
異
り
な
が
ら
、
遺
産
分
割
で
な
ん
ら
か
の
形
の
清
算
手
続
が
導
入
さ
れ
、
煮
れ
が
遺
言
執
行
者
や
公
証

・
人
に
よ
っ
て
果
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
一
九
五
八
年
八
月
四
－
九
日
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
比
較
法
国
際
会
議
で
ラ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
（
ζ
曳
幻
冨
一
〒

の
叶
。
貯
）
が
ベ
ル
ギ
ー
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ソ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ヨ
マ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
諸
法
学
者
の
報
告
を
受
け
て
遺
言
、
無
遺
言
相
続
に
お
け
る
清
算
手
続
に
ど
の
程
度
政
府
機
関
が
関
与
し
て
い
る

か
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
関
与
は
ど
の
よ
う
な
態
様
で
、
い
か
な
る
方
法
で
な
さ
れ
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
か
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
》

そ
の
結
果
が
、
　
「
死
者
の
財
産
の
清
算
に
対
す
る
司
法
上
、
行
政
上
の
統
制
」
と
題
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
英
法
体
系

と
大
陸
法
体
系
と
を
対
照
し
、
《
英
法
体
系
の
も
と
で
、
管
理
者
は
通
常
遺
言
法
の
も
と
で
の
重
要
な
取
得
者
で
も
あ
る
同
一
の
人
物
で

あ
り
、
し
か
も
、
執
行
者
の
指
定
が
大
陸
法
の
も
と
で
ま
さ
に
英
法
の
も
と
に
お
け
る
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
遺
言
者
に
可
能
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
差
異
あ
る
出
発
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
法
は
、
財
産
が
通
常
私
的
個
人
に
よ
っ
て
清
算
さ
れ
、
し
か
も
、
裁

判
に
よ
る
管
理
あ
る
い
は
裁
判
上
の
分
割
が
比
較
的
頻
発
し
な
い
異
例
の
状
態
に
対
処
す
る
た
め
に
立
案
さ
れ
た
例
外
を
構
成
す
る
、
か

の
大
陸
法
と
基
本
的
に
は
異
ら
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ソ
ビ
エ
ト
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

ヴ
ィ
ア
の
法
体
系
に
つ
い
て
さ
え
妥
当
す
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
》
と
述
べ
て
い
る
。

　
近
時
遺
産
分
割
に
際
し
て
、
相
続
財
産
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
共
同
相
続
人
に
よ
る
共
同
管
理
が
困
難
な
い
し
は
不
可
能

と
い
う
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
、
家
事
審
判
規
則
第
一
〇
六
条
に
基
づ
き
遺
産
分
割
前
の
捻
り
の
処
分
と
し
て
（
家
審
九
条
一
項
乙
類

一
〇
号
）
、
家
庭
裁
判
所
が
職
権
で
遺
産
管
理
人
を
選
任
し
、
そ
の
者
に
よ
っ
て
遺
産
管
理
が
な
さ
し
め
ら
れ
て
い
る
審
判
例
が
数
多
く

報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
全
国
新
受
件
件
数
は
昭
和
三
一
年
は
三
一
七
件
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
昭
和
四
一
年
に
は
実
に
三
倍
強
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

〇
二
〇
件
に
も
達
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
遺
産
管
理
人
の
権
限
は
前
述
の
範
疇
で
は
第
一
の
も
の
に
含
ま
れ
る
管
理
人
と
さ
れ
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論説
　
　
（
一
一
）

て
い
る
が
、
一
般
に
は
、
遺
言
執
行
者
は
そ
れ
ら
二
つ
の
範
疇
の
相
続
財
産
管
理
人
の
い
ず
れ
と
も
異
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

（
一
二
）

い
る
。
事
実
、
本
文
で
分
析
す
る
ご
と
く
、
遺
言
執
行
者
は
民
法
第
一
〇
＝
二
条
、
第
一
〇
一
五
条
に
よ
っ
て
そ
の
職
務
権
限
が
法
定
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
く
な
く
と
も
判
例
の
う
え
で
は
、
単
な
る
不
在
者
の
財
産
管
理
入
で
は
な
く
、
そ
う
か
と
い
っ
て
清
算

人
と
し
て
徹
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
特
殊
な
職
務
権
限
を
も
た
し
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
遺
産
管
理
入
を
遺
言
執
行
者
と
同
一
視
す
る
の
で
は
な
い
が
、
た
だ
現
行
相
続
法
の
も
と
で
、
相
続
管
理
人
が

設
置
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
職
務
権
限
は
遺
言
執
行
者
の
そ
れ
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
い
か
と
考
え
、
本
稿

は
遺
言
執
行
者
の
職
務
権
限
の
分
析
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
遺
言
執
行
者
の
職
務
権
限
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
場
合
に
、
．
後
述
本
文
の
ご
と
く
、
遺
言
執
行
者
は
西
欧
の
＝
二
世
紀
に
あ
っ
て
も
二

つ
の
職
務
を
も
っ
て
い
た
。
一
つ
は
、
遺
言
者
の
意
思
を
忠
実
に
実
現
し
て
遺
言
の
遵
守
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
は
島
Φ
h
①
昌
i

ω
霞
盆
。
。
括
目
①
昌
エ
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
か
ら
要
請
さ
れ
る
職
務
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
も
の
は
、
相
続
債
務
の
弁
済
の
た
め
に
、
積

極
相
続
財
産
の
処
分
あ
る
い
は
相
続
債
権
の
取
り
立
て
な
ど
の
相
続
財
産
の
清
算
な
ど
を
行
い
、
か
っ
、
残
余
の
遺
産
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
）

共
同
相
続
人
閣
に
分
配
す
る
職
務
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
遺
言
執
行
者
制
度
の
二
つ
の
職
務
は
、
遺
言
制
度
の
歴
史
的
な
目
的
な
い
し
は
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

容
が
変
化
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
お
の
ず
か
ら
異
っ
て
く
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
・
遺
言
が
財
産
U
家
産

を
家
族
内
に
と
ど
め
る
が
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
は
家
産
を
保
存
す
る
死
者
の
意
思
を
忠
実
に
実
現
す
る

こ
と
を
そ
の
役
割
と
す
る
が
、
遺
言
が
含
理
的
な
遺
産
分
配
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
は
ど
う
し
て
も
清
算
人
と
し
て
の

役
割
を
果
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
が
国
の
遺
言
制
度
史
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
遺
言
制
度
と
相
関
関
係
に

た
つ
法
定
相
続
制
度
の
態
様
に
応
じ
、
家
督
相
続
が
行
わ
れ
る
場
合
の
遺
言
執
行
者
制
度
は
ま
さ
に
家
督
相
続
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て

遺
言
者
の
意
思
を
忠
実
に
実
現
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
っ
た
が
う
均
分
相
続
が
な
さ
れ
る
場
合
の
遺
言
執
行
者
は
清
算
的
職
務
を
も
っ
て
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（
一
五
）

そ
の
主
た
る
任
務
と
す
る
。
事
実
、
こ
の
こ
と
は
近
時
の
遺
言
執
行
者
の
職
務
権
限
の
内
容
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

　
も
と
も
と
、
民
法
の
相
続
法
の
構
成
と
し
て
は
、
遺
言
相
続
を
第
一
に
し
、
法
定
相
続
は
遺
言
が
な
い
場
合
に
、
死
者
の
意
思
を
推
測

し
て
順
位
と
相
続
分
を
定
あ
て
い
る
と
み
る
な
ら
ば
、
遺
言
相
続
に
お
け
る
遺
言
執
行
者
に
該
当
す
る
も
の
は
、
法
定
相
続
に
お
い
て
は

相
続
財
産
管
理
入
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
の
た
め
に
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
現
行
の
相
続
法
の
枠
内
に
お
い
て
清
算
的
要
素
の
導
入
の
契
機
と
し
て
相
続
財
産
管

理
人
の
権
限
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
と
共
通
の
性
格
を
も
つ
遺
言
執
行
者
の
権
限
を
分
析
し
、
相
続
法
の
構
成
を
明
ら
か
に
し

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
最
初
に
、
判
例
法
上
で
認
あ
ら
れ
た
執
行
者
の
権
限
の
内
容
を
具
体
的
に
浮
彫
り
に
し
、
つ
い
で
、
西
欧
に
お
い
て

遺
言
執
行
者
に
か
な
り
強
大
な
権
限
が
認
あ
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
西
欧
中
世
の
遺
言
執
行
者
の
権
限
の
内
容

を
分
析
す
る
。
と
く
に
、
西
欧
中
世
の
遺
言
執
行
者
を
と
り
あ
げ
た
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
遺
言
執
行
者
制
度
は
八
世
紀
に
西
欧
全
域
に
出
現
し
、
そ
の
後
一
五
世
紀
に
い
た
る
ま
で
、
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
た
形
態
を
示
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
遺
言
執
行
者
は
死
者
の
人
格
の
一
時
的
承
継
者
と
し
て
相
続
債
権
・
債
務
を
承
継
す
る
者
と
し
て
登
場
し
て
い

る
。
西
欧
の
地
に
遺
言
制
度
が
復
活
し
、
＝
一
世
紀
に
は
遺
言
執
行
者
の
指
定
の
要
件
の
多
少
の
変
更
を
み
た
し
、
＝
二
世
紀
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
慣
習
法
に
基
づ
く
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
監
督
に
教
会
法
に
よ
る
統
制
も
加
わ
っ
て
、
監
督
は
更
に
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
・

中
世
の
末
期
に
は
、
遺
言
執
行
者
制
度
は
ロ
ー
マ
法
の
復
活
と
慣
習
法
へ
の
ロ
ー
マ
法
の
浸
透
に
よ
り
危
機
に
逢
着
す
る
。
相
続
人
の
指

定
制
度
が
導
入
さ
れ
、
一
四
世
紀
か
ら
、
　
南
部
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
　
相
続
人
の
指
定
が
遺
言
相
続
で
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
を
も
っ
て
発
展

し
、
こ
の
相
続
人
指
定
制
度
の
展
開
に
よ
り
遺
言
執
行
者
制
度
は
急
速
に
衰
退
の
途
を
た
ど
る
。
遺
言
執
行
者
は
も
は
や
財
産
移
転
の
仲

介
者
と
し
て
の
地
位
を
失
い
、
　
遺
産
に
対
す
る
一
切
の
物
権
を
も
喪
失
し
～
　
そ
れ
は
指
定
相
続
人
の
単
な
る
監
督
者
に
す
ぎ
な
く
な
つ
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た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
部
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
中
世
全
体
を
通
じ
て
遺
言
執
行
者
の
セ
ー
ジ
ー
ヌ
は
相
続
人
の
一
切
の
セ
ー
ジ
ー
ヌ
を
排

説　
　
し
て
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
、
一
六
世
紀
に
い
た
る
ま
で
、
遺
言
執
行
者
は
死
者
の
人
格
の
承
継
者
た
る
地
位
を
占
め
た
。
も
っ
と
も
、
一

論　
　
三
世
紀
か
ら
、
執
行
者
制
度
の
退
潮
は
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
相
続
人
は
一
定
の
条
件
の
も
と
に
相
続
財
産
に
対
す
る
セ
ー
ジ
ー

　
　
ヌ
か
ら
遺
言
執
行
者
を
排
除
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
遺
言
執
行
者
の
セ
ー
ジ
ー
ヌ
の
範
囲
や
対
象
に
対
す
る
制
限
が
増
大
す
る
な
ど
の

　
　
現
象
が
み
ら
れ
る
が
、
遺
言
執
行
者
制
度
そ
の
も
の
は
慣
習
法
の
編
纂
の
以
後
の
、
と
く
に
、
一
七
、
一
八
世
紀
に
ロ
ー
マ
法
の
発
展
と

　
　
包
括
遺
贈
の
展
開
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
ド
イ
ツ
で
は
、
ロ
ー
マ
法
の
継
受
後
に
、
遺
言
執
行
者
制
度
は
衰
退
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
な
お
原
初
的
性

　
　
格
を
保
持
し
て
い
た
。

　
　
　
英
国
で
は
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
大
陸
と
は
ま
っ
た
く
異
っ
た
様
相
を
呈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
逆
に
執
行
者
の
権
限
の
強
化
に

　
　
な
っ
て
現
わ
れ
、
遺
言
執
行
者
は
英
国
の
遺
言
法
上
で
は
遺
言
執
行
の
目
的
に
よ
っ
て
は
な
ん
ら
の
規
制
を
も
受
け
な
い
牢
固
た
る
地
位

　
　
を
占
め
た
。
＝
二
、
一
四
世
紀
に
は
、
英
国
の
遺
言
執
行
者
は
制
約
さ
れ
た
権
利
し
か
も
た
ず
、
強
力
な
監
督
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た

　
　
が
、
一
六
世
紀
に
な
る
と
、
彼
は
入
的
財
産
の
承
継
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
制
約
を
も
受
け
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
他
の
債
権
者
に
優

　
　
先
し
て
弁
済
を
受
け
、
彼
の
死
者
に
対
す
る
債
務
は
消
減
し
、
彼
は
遺
産
中
の
残
余
財
産
を
取
得
し
た
。
遺
言
執
行
者
が
指
定
相
続
人
の

　
　
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
相
続
法
に
な
っ
て
、
漸
く
、
遺
言
執
行
者
は
残
余
財
産
を
取
得
す
る
．
権
利
を
喪
失
し
、

　
　
現
行
法
の
ご
と
き
遺
言
執
行
者
と
し
て
制
約
さ
れ
た
権
限
を
付
与
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
カ
イ
ユ
メ
ル
（
一
四
・
（
）
①
一
一
一
①
ヨ
①
村
）
は
西
欧
中
世
の
慣
習
法
上
の
遺
言
執
行
者
制
度
の
発
展
を
克
明
に
跡
づ
け
た
後
に
、
　
《
こ
れ
こ
そ
中

　
　
世
の
慣
習
が
セ
ー
ジ
ー
ヌ
の
き
わ
め
て
柔
軟
な
概
念
を
用
い
、
し
か
も
、
遺
言
執
行
者
に
所
有
権
を
付
与
し
て
、
実
現
し
よ
う
と
努
め
た

　
　
法
的
特
徴
で
あ
る
。
…
…
…
…
わ
れ
わ
れ
の
実
務
家
は
民
法
典
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
遺
言
執
行
者
が
セ
ー
ジ
ー
ヌ
を
も
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第三者による遺産の管理（有地）

た
な
い
と
ぎ
に
は
“
意
味
の
な
い
委
任
に
、
ま
た
、
セ
ー
ジ
ー
ヌ
を
も
つ
と
き
で
さ
え
、
遺
言
者
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
目
的
に
十
分
に

応
え
な
い
委
任
に
遺
言
執
行
者
を
お
と
し
て
し
ま
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
、
遺
言
の
執
行
は
き
わ
め
て
明
確
に
決
定
さ
れ
た
二
つ
の
型
、

す
な
わ
ち
一
方
で
は
遺
言
者
の
指
定
、
他
方
で
は
委
任
の
間
を
発
展
す
る
。
遺
言
執
行
者
に
あ
ま
り
に
も
広
い
権
限
が
与
え
ら
れ
る
な
ら

ば
、
彼
は
真
の
相
続
入
と
混
同
す
る
。
そ
の
権
限
が
限
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
彼
は
無
意
味
な
受
託
者
で
し
か
な
く
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
コ

モ
ン
・
ロ
ー
は
理
由
も
な
く
執
行
者
の
権
限
を
拡
大
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
民
法
典
は
そ
れ
ら
を
極
端
に
減
縮
し
て
き
た
。
中
世
の
法

は
種
々
の
方
向
で
こ
れ
ら
の
行
き
過
ぎ
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
ま
た
、
遺
言
執
行
に
対
し
そ
の
充
足
す
べ
き
願
望
に
も
っ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

適
し
た
形
体
を
与
え
た
》
と
述
べ
て
い
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
中
世
西
欧
の
遺
言
執
行
者
の
権
限
の
原
初
形
態
を
明
ら
か
に

し
、
そ
れ
を
わ
が
判
例
法
上
認
め
ら
れ
た
権
限
と
比
較
対
照
し
て
近
代
法
の
遺
言
執
行
者
の
権
限
の
内
容
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
明
確

に
し
、
最
後
に
、
家
事
審
判
規
則
第
一
〇
六
条
に
基
づ
い
て
選
任
さ
れ
た
遺
産
管
理
人
の
権
限
を
含
め
て
、
遺
産
管
理
の
現
況
と
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
作
成
に
当
っ
て
は
、
鹿
児
島
大
学
西
井
龍
生
教
授
か
ら
適
切
な
助
言
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（一

j
（’ i
））

（（五四
））

庵
前
重
和
「
相
続
開
始
後
の
遺
産
の
増
減
と
遺
産
分
割
」
司
法
記
念
論
文
集
一
巻
民
事
編
一
、
我
妻
H
唄
・
相
続
法
（
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー

ル
）
＝
一
〇
頁
以
下
、
岡
垣
学
・
家
事
審
判
法
講
座
第
二
巻
（
相
続
関
係
）
九
〇
頁
以
下
、
谷
口
知
平
「
遺
産
の
分
割
」
（
新
民
法
演
習
）
な
ど
参
照
。

民
商
法
雑
誌
五
〇
巻
六
号
、
五
一
巻
一
号
。

た
と
え
ば
、
野
田
一
沼
辺
一
唄
一
岡
垣
1
1
新
堂
「
家
族
法
に
お
け
る
実
体
規
定
と
手
続
規
定
と
の
相
関
性
」
判
タ
ニ
三
六
号
二
〇
一
一
＝
頁

の
座
談
会
参
照
。

昭
和
三
六
年
度
（
昭
和
三
六
年
七
月
一
一
日
）
身
分
法
研
究
会
議
事
録
家
裁
月
報
一
四
巻
一
号
二
二
一
頁
、
た
だ
し
、
反
対
説
も
あ
る
。

於
保
不
二
雄
「
共
同
相
続
に
お
け
る
遺
産
の
管
理
」
家
族
法
大
系
W
九
五
、
一
〇
〇
頁
以
下
、
野
田
愛
子
「
家
事
審
判
規
則
第
一
〇
六
条
一

項
に
基
づ
く
遺
産
管
理
人
の
選
任
、
そ
の
地
位
及
び
職
務
権
限
に
つ
い
て
」
口
東
京
家
裁
身
分
法
研
究
（
四
〇
）
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
六
四
号
一
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説釜ム
面冊

　
　
　
　
〇
五
頁
以
下
。

（
六
）
　
英
国
相
続
法
に
関
七
て
は
、
内
田
力
蔵
「
ゆ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
遺
言
と
相
続
」
　
（
法
学
理
論
篇
）
、
高
柳
賢
三
「
英
国
相
続
法
綱
要
」
　
（
家

　
　
　
族
制
度
全
集
史
論
篇
V
）
、
立
石
芳
枝
「
イ
ギ
リ
ス
の
無
遺
言
者
遺
産
の
管
理
」
　
（
末
延
還
暦
記
念
　
「
英
米
私
法
論
集
」
）
、
浦
本
寛
雄

　
　
　
「
英
国
遺
産
管
理
制
に
関
す
る
一
考
察
」
鹿
大
法
文
学
部
法
学
論
集
三
号
。

（
七
）
　
い
・
Z
o
く
簑
。
切
『
o
乏
♪
二
三
象
5
0
q
ロ
b
U
o
o
①
畠
。
暮
．
ω
国
忌
舞
。
の
ぎ
司
【
o
昌
9
働
口
畠
国
昌
ぴ
q
房
ゴ
ビ
餌
ぎ
弓
ロ
冨
旨
Φ
ピ
拶
零
閑
。
〈
冨
ぎ

　
　
　
＜
o
い
×
×
×
昌
（
一
Φ
㎝
o
O
i
一
Φ
㎝
⑩
）
噛
拶
①
ω
卜
。
●

（
八
）
　
ζ
9
×
渇
ゴ
。
冨
ω
↓
鉱
♪
言
象
0
9
碧
ら
〉
畠
日
宣
冨
＃
讐
ぞ
o
O
o
鼻
9
0
h
け
ゲ
。
＝
ρ
島
二
二
す
口
。
噛
U
o
。
o
昌
島
。
馨
．
ω
国
ω
訂
8
ρ
即
巷
℃
㌣

　
　
　
ユ
ω
σ
q
①
旨
曾
9
9
昌
×
9
Ω
虞
く
①
O
o
5
σ
q
3
ω
一
算
2
昌
9
銘
。
昌
巴
島
。
“
円
。
津
o
o
ヨ
冒
鋤
融
噸
ヒ
d
コ
　
×
①
＝
①
o
。
”
膳
1
り
》
o
自
一
一
雷
Q
。
・
仲
・
H
・
一
⑩
①
P
℃
℃
・

　
　
　
卜
◎
卜
。
⑩
一
N
昏
O
●

（
九
）
　
剛
玄
畠
●
”
℃
℃
・
卜
。
ω
ω
「
卜
。
罎
●

（一

Z
）
最
高
裁
家
庭
局
「
家
庭
裁
判
所
事
件
の
概
況
－
家
事
事
件
」
家
裁
月
報
一
九
巻
九
号
七
頁
。

（
＝
）
野
田
前
掲
論
文
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
六
四
号
一
〇
六
頁
。

（一

�
j
同
論
文
一
〇
五
頁
。

（一

O
）
い
円
℃
。
巳
お
♂
冨
。
。
暮
8
。
・
ω
δ
昌
8
。
。
冨
ヨ
Φ
三
g
門
①
審
三
富
℃
9
。
誘
畠
。
＜
9
鼠
2
、
9
8
器
ω
碧
。
巻
乙
①
（
×
目
Φ
一
×
≦
①

　
　
　
ω
描
。
一
⑦
）
●
お
♂
．
℃
勺
●
認
O
i
ω
b
σ
ω
・

（一

l
）
遺
言
の
目
的
な
い
し
は
内
容
に
歴
史
的
に
み
て
二
つ
の
型
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
島
津
「
遺
言
制
度
」
　
（
「
家
族
問
題
と
家
族

　
　
　
法
」
W
相
続
）
三
四
二
頁
以
下
参
照
。

（一

ﾜ
）
後
述
本
文
の
ご
と
く
、
筆
者
が
岡
山
の
一
公
証
人
役
場
で
調
査
し
た
昭
和
三
八
～
三
九
年
の
公
正
証
書
遺
言
お
よ
び
昭
和
三
〇
一
四
〇
年
の

　
　
　
福
岡
家
庭
裁
判
所
に
係
属
し
た
遺
言
事
件
で
、
遺
言
執
行
者
が
選
任
さ
れ
て
い
る
事
件
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

（
一
六
）
カ
・
O
帥
一
＝
①
ヨ
0
5
0
㎏
一
ゆ
q
帥
ロ
①
0
0
①
件
画
O
温
く
⑦
O
℃
噂
①
ヨ
O
口
酔
負
O
一
、
O
属
⑩
O
q
二
〇
潟
け
①
誓
潤
ヨ
O
う
梓
巴
円
①
ω
　
（
σ
℃
O
ぬ
自
O
　
囲
同
鋤
5
ぬ
二
①
　
O
梓
　
ヨ
O
関
0
5

　
　
　
鋤
o
q
o
y
一
⑩
O
ご
℃
℃
・
0
留
1
0
c
。
ρ
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第
二
　
遺
言
執
行
者
の
権
限
に
関
ず
る
判
例
の
分
析

第三者による遺産の管理（有地）

　
遺
言
執
行
者
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
し
ば
し
ば
民
法
第
一
〇
一
五
条
の
不
明
瞭
さ
な
い
し
は
立
法
技
術
の
拙
劣
さ
が
指
摘
さ

れ
、
と
く
に
、
　
「
遺
言
執
行
者
の
二
つ
権
能
　
　
そ
れ
自
体
と
し
て
も
つ
権
能
と
相
続
人
の
代
理
人
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
く
る
権
能

i
の
区
別
と
関
係
と
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
法
的
技
術
（
立
法
な
い
し
解
釈
）
」
の
必
要
が
要
請
さ
れ
て
い
る
（
附
置
篇
璽
面
㎝

頁
）
。
判
例
法
上
も
遺
言
執
薯
の
権
限
に
関
す
る
判
ヒ
日
が
明
警
を
欠
く
た
め
、
導
口
執
行
者
が
お
か
れ
た
干
害
、
導
口
執
行
者
、

相
続
人
、
受
遺
者
、
第
三
者
の
誉
者
の
関
係
の
基
本
型
を
想
定
し
、
こ
れ
ら
の
対
立
当
事
者
間
で
、
遺
言
執
行
者
の
権
限
は
い
か
な
る
範

囲
で
認
め
ら
れ
、
か
っ
、
問
題
に
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
典
型
的
な
型
と
し
て
は
、
遺
言
者
A
、
そ
の
相

続
人
B
、
相
続
人
B
か
ら
遺
贈
の
目
的
物
の
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
う
け
た
第
三
者
D
、
遺
言
執
行
者
C
、
受
遺
者
E
を
｛
応
想
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
金
銭
債
権
が
遺
贈
さ
れ
た
場
合
に
は
、
第
三
者
D
は
当
該
遺
贈
債
権
の

遺
言
執
言
者
　
受
遺
者

C
q
E
　
　
霧
雲
と
み
て
も
差
し
つ
か
え
な
く
、
こ
の
意
味
で
、
第
三
者
D
は
、
B
、
C
、
E
以
外
の
者
を
汎

　
　
　
①

②
　
④

　
A

遺
言
者

⑤B
L
肥
D

相
続
人
　
　
第
三
者

く
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
当
事
者
間
で
は
、
遺
言
執
行
者
の
権
限
と
相

続
人
の
権
限
の
分
配
は
つ
ぎ
の
五
つ
の
型
で
問
題
に
な
ろ
う
。
ω
受
遺
者
E
と
相
続
人
B
間
直
②

遺
言
執
行
者
C
と
相
続
入
B
間
、
㈹
遺
言
執
行
者
C
と
受
遺
者
E
間
、
四
遺
言
執
行
者
C
と
第
三

者
D
間
、
㈲
受
遺
者
E
と
第
三
者
D
間
、
㈲
相
続
人
B
と
第
三
者
D
間
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ω
1
⑥

の
そ
れ
ぞ
れ
の
対
立
当
事
者
間
で
問
題
に
な
る
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
点
で
あ
る
。

　
…
田
　
E
、
B
間
で
ぽ
、
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
に
つ
き
B
が
相
続
登
記
し
た
場
合
に
、
E
は

B
に
対
し
て
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
う
る
か
、
ま
た
、
移
転
登
記
を
請
求
し
う
る
か
、
こ
の
場
合
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曇ム．

百冊 説

に
、
C
の
果
す
役
割
鳳
な
に
か
、
金
銭
債
権
が
遺
贈
さ
れ
た
場
合
に
は
、
E
は
C
ま
た
は
B
い
ず
れ
に
対
し
給
付
請
求
を
な
し
う
る
か
。

　
2
　
C
、
B
間
で
は
、
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
に
つ
き
B
が
相
続
登
記
を
し
て
い
る
場
合
に
う
C
は
B
に
対
し
、
登
記
の
抹
消
ま
た

は
登
記
の
移
転
を
請
求
で
き
る
か
、
B
か
ち
C
に
対
す
る
遺
言
の
無
効
確
認
の
訴
で
、
C
は
当
事
者
適
格
を
も
つ
か
、
ま
た
、
C
は
B
の

遺
留
分
減
殺
請
求
の
相
手
方
に
な
り
う
る
か
、
更
に
、
C
は
遺
留
分
減
殺
請
求
の
意
思
表
示
を
受
領
で
き
る
か
。

　
㈹
　
C
、
E
間
で
は
、
C
は
E
に
対
し
遺
言
の
執
行
を
な
す
べ
き
義
務
な
き
旨
の
確
認
の
請
求
を
な
し
う
る
か
、
ま
た
、
B
が
遺
贈
の

目
的
た
る
不
動
産
に
つ
き
相
続
に
よ
る
所
有
権
取
得
登
記
を
了
し
て
い
る
場
合
に
、
E
は
B
を
共
同
被
告
に
す
る
こ
と
な
く
、
C
だ
け
に

対
し
B
の
取
得
登
記
の
抹
消
を
請
求
で
き
る
か
、
E
が
C
に
対
し
遺
贈
義
務
の
履
行
を
請
求
し
た
場
合
、
C
は
遺
言
執
行
者
と
し
て
い
か

な
る
範
囲
の
権
限
を
も
つ
か
。

　
四
　
C
、
D
間
で
は
、
C
は
遺
贈
不
動
産
に
つ
き
B
か
ら
譲
渡
を
受
け
て
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
た
D
に
対
し
移
転
登
記
の
抹
消

を
請
求
で
き
る
か
、
こ
の
場
合
に
、
D
は
第
一
七
七
条
の
第
三
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
遺
言
執
行
者
の
選
任
の
時
期

と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
更
に
、
C
は
受
寄
者
D
に
対
し
て
遺
贈
債
権
に
関
す
る
債
権
証
書
の
引
渡
し
の
請
求
を
な
し
う
る
か
、

金
銭
債
権
が
遺
贈
さ
れ
た
場
合
に
、
C
は
該
債
権
に
基
づ
く
履
行
の
請
求
を
す
る
権
限
を
も
つ
か
、
あ
る
い
は
相
続
財
産
に
属
す
る
家
屋

の
賃
料
を
受
領
す
る
権
限
を
も
つ
か
。

　
⑤
　
E
、
D
間
で
は
、
債
権
が
遺
贈
さ
れ
た
場
合
に
、
E
は
債
務
者
D
に
対
し
弁
済
請
求
を
な
し
う
る
か
、
遺
言
執
行
者
C
が
い
る
場

合
に
、
債
務
者
D
が
B
に
弁
済
し
た
と
き
に
は
ど
う
な
る
か
、
ま
た
、
E
は
遺
贈
の
目
的
た
る
家
屋
の
譲
渡
を
受
け
て
、
こ
れ
を
占
有
す

る
第
三
者
D
に
対
し
て
仮
処
分
の
申
し
立
て
を
な
し
う
る
か
。

　
㈹
　
B
、
D
間
で
は
、
C
が
相
続
債
務
弁
済
の
た
め
に
相
続
不
動
産
を
売
却
し
元
場
合
に
、
B
は
こ
れ
を
買
受
け
允
D
に
対
し
所
有
権

移
転
登
記
の
抹
消
の
請
求
を
な
し
う
る
か
。
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以
下
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
諸
点
に
関
す
る
判
例
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
」
受
遺
者
と
相
続
人
間
の
争
い

e
　
受
遺
者
か
ら
相
続
人
に
対
す
る
場
合

㈲
「
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
の
登
記
抹
消
請
求

第三者による遺産の管理（有地）

〔
こ
大
判
昭
五
・
六
・
＝
ハ
民
集
九
巻
五
五
〇
頁

　
A
は
「
第
一
条
　
拙
者
所
有
不
動
産
総
財
産
ヲ
売
却
シ
、
其
売
却
代
金
ノ
内
ヨ
リ
負
債
諸
税
ヲ
控
除
シ
タ
ル
残
額
ニ
シ
テ
三
〇
万
円
二

満
ツ
ル
迄
ヲ
折
半
シ
、
一
半
ヲ
長
男
二
二
贈
与
シ
、
一
半
ヲ
文
意
六
名
二
分
配
贈
与
ス
…
」
と
い
う
秘
密
証
書
遺
言
書
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
，
B
を
遺
言
執
行
者
に
指
定
し
た
。
そ
の
後
、
一
ケ
月
余
り
し
て
、
A
が
死
亡
し
、
そ
の
後
六
年
間
ほ
ど
B
が
遺
言
の
執
行
に
着
手

せ
ず
、
そ
の
間
に
、
h
が
B
の
承
諾
も
な
い
ま
ま
遺
贈
の
目
的
で
あ
る
不
動
産
に
つ
き
、
家
督
相
続
に
よ
る
所
有
権
取
得
登
記
を
し
た
。

つ
い
で
、
・
㌔
幡
豆
銀
行
か
ら
金
員
を
借
入
す
る
に
際
し
、
そ
の
不
動
産
に
抵
当
権
設
定
登
記
を
し
た
。
恥
ほ
か
六
名
は
㌔
㌦
に
対
し
右
の

抵
当
権
設
定
契
約
と
そ
の
登
記
は
＝
一
五
条
（
現
一
〇
＝
二
条
）
に
違
反
し
、
無
効
な
る
旨
の
確
認
と
登
記
抹
消
を
請
求
し
た
。

　
一
、
二
審
と
も
涛
ら
が
勝
訴
。
娩
は
、
h
の
処
分
行
為
は
当
然
無
効
で
は
な
く
、
取
り
消
し
う
べ
き
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
取
消
権
は
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

言
執
行
者
が
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
X
ら
の
請
求
は
失
当
と
し
て
上
告
。

　
「
民
法
一
＝
四
条
第
一
項
（
現
一
〇
一
二
条
）
ニ
ハ
遺
言
執
行
者
ハ
相
続
財
産
の
管
理
其
ノ
他
遺
言
執
行
二
必
要
ナ
ル
一
切
の
行
為

．
ヲ
為
ス
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ト
規
定
シ
、
遺
言
執
行
者
ハ
遺
言
ヲ
執
行
ス
ル
範
囲
二
於
テ
総
テ
相
続
財
産
ヲ
管
理
処
分
ス
ル
ノ
権
利
義
務
ヲ
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論説

有
シ
相
続
人
ト
錐
之
ヲ
管
理
処
分
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
旨
ヲ
明
ニ
ス
ル
ト
同
時
二
、
元
来
遺
言
執
行
者
ヲ
設
ク
ル
ハ
遺
言
が
適
正
二
執
行

セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
、
主
ト
シ
テ
受
遺
者
ノ
利
益
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
趣
旨
二
黒
デ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
相
続
人
ヲ
シ
テ
遺
言
ノ

執
行
ヲ
妨
グ
ベ
キ
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
ニ
非
ザ
レ
バ
、
此
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
滑
込
ザ
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
。
是
ハ
法

第
＝
一
五
条
（
現
一
〇
＝
二
条
）
ユ
於
テ
遺
言
執
行
者
ア
ル
場
合
二
於
テ
ハ
相
続
人
ハ
相
続
財
産
ヲ
処
分
シ
其
ノ
他
遺
言
ノ
執
行
ヲ
妨

グ
ベ
キ
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
ト
規
定
シ
タ
ル
所
以
ニ
シ
テ
、
右
昏
昏
ノ
規
定
ヲ
総
合
考
藪
ス
レ
バ
第
一
一
一
五
条
　
（
現
一
〇
一
三

条
）
ノ
規
定
二
違
反
シ
テ
相
続
人
が
相
続
財
産
寄
付
為
シ
タ
ル
処
分
行
為
ハ
絶
対
二
無
効
ト
ナ
ル
ト
同
時
二
、
斯
ル
行
為
二
対
シ
テ
ハ
遺

言
執
行
者
ハ
勿
論
包
括
受
遺
者
ノ
如
キ
其
ノ
財
産
型
付
共
有
権
ヲ
有
ス
ル
者
モ
亦
自
己
ノ
利
益
ヲ
保
護
ス
ル
為
之
が
無
効
ヲ
主
張
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
ベ
ク
、
又
現
行
ノ
法
制
二
於
テ
ハ
相
続
不
動
産
心
付
キ
遺
言
ア
リ
タ
ル
場
合
二
遺
言
及
遺
言
執
行
者
ノ
存
在
二
心
登
記
手
続
を
規

定
ス
ル
所
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
右
ノ
無
効
ハ
繰
入
二
対
シ
テ
モ
主
張
シ
得
ベ
グ
、
縦
令
第
三
者
が
相
続
人
ヨ
リ
該
不
動
産
ヲ
譲
受
ケ
又
ハ
抵
当
権

ノ
設
定
ヲ
受
ケ
之
が
登
記
ヲ
為
シ
タ
リ
ト
ス
ル
モ
、
斯
ル
第
三
者
ハ
民
法
第
一
七
七
条
二
所
謂
第
三
者
中
二
包
含
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

ヲ
相
当
ト
ス
。
然
う
バ
本
件
里
謡
テ
王
院
が
X
等
ハ
遺
言
者
A
ノ
遺
贈
二
因
リ
包
括
受
遺
者
ト
シ
テ
本
件
不
動
産
二
対
シ
テ
共
有
権
ヲ
有

ス
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
、
而
シ
テ
相
続
入
h
が
該
不
動
産
野
付
為
シ
タ
ル
抵
当
権
設
定
行
為
ヲ
以
テ
絶
対
二
無
効
ナ
リ
ト
シ
、
恥
等
ノ
本
訴
請

求
ヲ
認
容
シ
タ
ル
ハ
相
当
ナ
リ
。
」

　
「
遺
言
執
行
者
ア
ル
ト
キ
ハ
遺
贈
ノ
目
的
タ
ル
財
産
ヲ
管
理
処
分
ス
ル
ノ
権
利
ハ
総
テ
遺
言
執
行
者
本
属
シ
、
縦
令
包
括
受
遺
者
ト
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
己
ノ
利
益
ヲ
保
護
ス
ル
コ
ト
ノ
外
心
之
ヲ
処
分
ス
ル
権
利
ナ
キ
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
。
然
う
バ
原
院
が
宿
外
Y
二
於
テ
X
等
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　

共
二
本
件
不
動
産
割
付
堅
調
有
権
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
ナ
ガ
ラ
、
同
人
が
Y
二
対
シ
テ
為
シ
タ
ル
抵
当
権
設
定
行
為
ヲ
全
部
無
効
ト
為
シ

ユX
等
ノ
請
求
ヲ
認
容
シ
タ
ル
ハ
相
当
ナ
リ
。
」
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第三者による遺産の管理（有地）

〔口

l
の
料
例
は
、
遺
言
執
行
者
に
遺
産
中
の
積
極
財
産
の
処
分
を
も
っ
て
負
債
を
弁
済
さ
せ
、
残
余
財
産
を
相
続
人
や
一
定
の
者
の
隠

に
一
定
の
割
合
で
分
配
さ
せ
る
包
括
遺
贈
（
負
債
を
含
む
相
続
財
産
全
部
の
割
合
的
な
遺
贈
と
同
一
に
帰
す
る
か
ら
、
包
括
遺
贈
と
な
る
（
我
妻
一
1
唄
・
相
続
法
二
四
五
頁
）
）
に
な
る
の
で
、
遺
言
執
薯
は
相

続
財
産
全
部
の
管
理
・
処
分
権
を
も
つ
こ
と
に
な
る
が
、
相
続
入
は
相
続
財
産
全
部
に
対
す
る
処
分
権
を
失
う
か
ら
、
そ
の
処
分
は
絶
対

に
無
効
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
相
続
人
が
相
続
財
産
た
る
不
動
産
に
つ
き
な
し
た
る
抵
当
権
設
定
行
為
も
無
効
で
あ
っ
て
、
包
括
受
遺

者
は
そ
の
登
記
の
抹
消
を
請
求
で
き
る
と
す
る
。
更
に
、
判
旨
の
要
点
を
詳
述
す
れ
ば
、
㈲
　
全
相
続
財
産
を
売
却
し
、
そ
の
売
却
代
金

の
中
か
ら
負
債
を
支
払
っ
た
残
額
が
三
〇
万
円
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
に
つ
き
家
督
相
続
人
に
二
分
の
　
、
残
り
の
二
分
の
一

　
ユ

を
X
ほ
か
六
名
に
遺
贈
す
る
の
は
包
括
遺
贈
に
な
る
、
し
た
が
っ
て
、
相
続
財
産
は
家
督
相
続
人
と
包
括
受
遺
者
の
土
ハ
有
に
な
る
、
樹

遺
言
の
適
正
な
執
行
と
受
遺
者
の
私
益
保
護
の
た
あ
に
、
遺
言
執
行
者
は
遺
言
執
行
の
範
囲
内
で
全
相
続
財
産
を
管
理
処
分
す
る
権
限
を

も
つ
反
面
、
相
続
人
は
全
相
続
財
産
を
処
分
す
る
権
限
を
失
う
か
ら
、
相
続
人
が
相
続
財
産
を
処
分
す
れ
ば
、
処
分
行
為
は
絶
対
に
無
効

に
な
る
、
回
　
相
続
人
が
相
続
財
産
を
処
分
し
た
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
は
勿
論
包
括
受
遺
者
の
よ
う
な
、
そ
の
財
産
を
共
有
す
る
者

も
処
分
行
為
の
無
効
を
主
張
で
き
る
、
㈹
　
相
続
人
か
ら
当
該
財
産
を
譲
り
受
け
た
り
、
ま
た
抵
当
権
の
設
定
を
受
け
て
、
そ
の
登
記
を

し
た
第
三
者
は
一
七
七
条
の
「
第
三
者
」
の
中
に
含
ま
れ
な
い
、
囹
　
遺
言
執
行
者
が
相
続
財
産
の
管
理
処
分
権
を
も
ち
、
包
括
受
遺
者

と
い
え
ど
も
、
自
己
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
以
外
に
は
処
分
権
を
も
た
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
〔
こ
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
二
点
が
問
題
に
な
る
。
ま
ず
第
一
は
、
包
括
受
遺
者
の
地
位
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
判
断
を
示
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

り
、
包
括
受
遺
者
は
受
遺
者
と
し
て
の
立
場
で
、
相
続
人
に
対
し
て
遺
言
執
行
者
と
同
様
に
、
そ
の
処
分
の
無
効
を
主
張
で
き
る
が
、
他

方
、
相
続
人
と
し
て
の
立
場
で
は
、
遺
言
執
行
者
が
あ
る
と
き
に
億
自
己
の
利
益
を
保
護
す
届
こ
と
の
ほ
か
は
、
遺
産
を
管
理
処
分
す
る

権
利
を
有
し
な
い
と
し
て
、
天
の
塗
筆
受
遺
者
が
里
の
場
面
で
二
面
性
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
馨
灘
墨
壷
配
勲
項
ザ

駆
三
三
三
二
）
。
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論説

　
第
二
に
は
、
　
〔
”
〕
は
、
相
続
人
が
民
法
一
〇
一
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
相
続
財
産
を
処
分
し
た
場
合
の
処
分
行
為
の
効
力
に
関
し

て
、
そ
の
よ
う
な
処
分
行
為
は
な
に
び
と
に
対
し
て
も
無
効
を
主
張
し
う
る
絶
対
的
無
効
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
学
説
に
は
、
絶

対
的
無
効
と
す
る
判
例
隻
持
す
る
説
も
多
い
が
（
濫
講
騒
離
礁
躁
獣
難
璽
聯
臨
雑
嚢
欝
乎
、
こ
の
よ
う
に
、
相
続

入
の
遺
産
処
分
を
無
効
と
し
た
場
合
、
取
引
の
安
全
を
害
す
る
危
険
に
対
し
て
は
、
遺
言
執
行
中
で
あ
る
巨
の
登
記
制
度
の
導
入
な
ど
が

立
法
論
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
（
蝶
禦
酬
）
。
し
か
し
、
遺
言
執
薯
籍
殊
な
効
力
を
認
め
る
と
遺
言
執
事
の
い
な
い
場
倉
均

衡
を
失
す
る
と
し
て
（
高
津
・
判
批
法
協
八
三
巻
九
・
一
〇
合
併
号
一
四
二
一
頁
）
、
遺
言
執
薯
が
い
る
場
合
の
相
続
人
は
遺
産
の
所
有
馨
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
処
分

権
を
一
時
的
に
剥
奪
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
処
分
行
為
は
非
権
利
者
の
処
分
行
為
と
同
一
視
し
え
な
い
と
い
う
理
由
で
、
遺
言

執
行
者
と
破
産
管
財
人
と
の
類
似
性
に
注
目
し
、
破
産
法
五
三
条
の
類
推
適
用
を
主
張
し
て
、
相
続
入
の
処
分
行
為
は
、
遺
言
執
行
者
な

ら
び
に
遺
言
の
執
行
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
の
み
一
応
無
効
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
者
に
対
す
る
関
係
に

お
い
て
は
有
効
で
あ
る
と
す
る
説
（
相
対
的
無
効
）
（
羅
顛
無
麓
翠
黛
濃
墨
騙
事
寒
寒
頁
）
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
　
〔
一
〕
で
は
、
相
続
人
は
遺
言
執
行
中
に
は
相
続
財
産
に
対
す
る
管
理
処
分
権
を
失
い
、
そ
の
管
理
処
分
権
は
す

べ
て
遺
言
執
行
者
に
帰
属
し
、
包
括
受
遺
者
と
い
え
ど
も
自
己
の
利
益
保
護
以
外
に
は
そ
れ
ら
の
処
分
権
を
も
た
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
　
〔
［
〕
で
は
、
相
続
入
の
権
限
と
遺
言
執
行
者
の
権
限
と
の
分
配
に
関
し
て
、
相
続
財
産
に
対
す
る
管
理
処

分
権
そ
の
も
の
が
遺
言
執
行
者
に
全
面
的
に
移
転
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
執
行
の
必
要
上
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
処
分
権
に
よ
っ
て
相
続

人
の
管
理
処
分
権
は
一
時
的
に
潜
在
化
さ
れ
、
実
質
的
に
そ
の
管
理
処
分
権
の
停
止
の
事
態
が
生
ず
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
つ
ぎ
の
．
〔
二
〕
は
特
定
物
を
目
的
と
す
る
特
定
遺
贈
の
場
合
、
受
遺
者
は
相
続
人
に
対
し
て
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
に
つ
き
相
続
登

記
の
抹
消
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
す
る
。
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第三者による遺産の管理（有地）

，
〔
二
〕
千
葉
地
判
昭
三
六
・
一
二
・
二
七
判
タ
＝
二
〇
号
一
〇
九
頁

　
夫
に
先
立
た
れ
た
A
が
胆
石
症
の
た
め
、
昭
和
三
五
年
六
月
六
日
入
院
し
、
同
年
七
月
一
〇
日
頃
か
ら
重
態
に
陥
り
、
翌
＝
日
に
手

術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
手
術
の
結
果
い
か
ん
で
は
万
一
の
場
合
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
A
夫
婦
に
は
実
子
が
な
く
、

養
子
と
し
て
Y
と
訴
外
B
が
い
た
が
、
Y
は
他
家
に
嫁
し
て
い
る
う
え
に
、
A
と
の
間
に
感
情
上
の
対
立
が
あ
っ
た
た
め
親
子
と
し
て
の

往
来
を
欠
き
、
ま
た
、
B
は
身
持
が
悪
く
、
所
在
を
く
ら
ま
す
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
A
は
祖
先
の
祭
祀
と
死
後
を
弔
う
こ
と
を
託
す
る

た
あ
に
、
実
弟
C
の
子
X
に
そ
の
所
有
に
か
か
る
本
件
土
地
、
建
物
を
贈
与
し
よ
う
と
決
意
し
、
そ
の
旨
の
遺
言
書
を
作
成
し
た
。
A
は

七
月
一
七
日
に
死
亡
し
、
本
件
土
地
、
建
物
に
つ
き
、
Y
と
B
が
そ
れ
ぞ
れ
の
名
義
人
と
し
て
相
続
に
よ
る
各
所
有
権
（
持
分
各
二
分
の

一
）
の
取
得
登
記
が
な
さ
れ
た
。

　
　
「
九
、
前
記
遺
言
に
よ
る
と
、
そ
の
遺
言
の
主
た
る
趣
旨
は
、
別
紙
目
録
記
載
の
土
地
及
び
建
物
は
、
こ
れ
を
X
に
贈
与
す
る
と
い
う

の
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
土
地
及
び
建
物
の
所
有
権
は
、
興
れ
も
、
右
遺
言
が
効
力
を
生
じ
た
日
に
X
に
移
転
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
従
っ
て
、
そ
れ
等
は
、
同
日
を
以
て
、
全
部
、
X
の
所
有
に
帰
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
一
〇
、
而
し
て
、
前
記
遺
言
書
に
つ
い
て
、
そ
の
検
認
手
続
が
な
さ
れ
、
更
に
、
遺
言
の
執
行
者
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
　
（
証
拠
）

に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
認
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
前
記
遺
言
は
、
右
遺
言
執
行
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
執
行
が
為
さ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。

　
一
一
、
而
し
て
、
そ
の
執
行
は
、
結
局
、
前
記
土
地
及
び
建
物
に
つ
い
て
、
X
の
為
め
に
、
そ
の
各
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続
を
な
す

べ
き
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
而
も
、
　
こ
の
場
合
に
於
け
る
登
記
手
続
は
、
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続
を
為
す
こ
と
な

く
、
遺
言
執
行
者
が
登
記
義
務
者
と
し
て
、
直
接
に
、
受
遺
者
の
た
め
に
、
遺
贈
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
為
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
、
右
土
地
及
び
建
物
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
通
り
、
Y
及
び
訴
外
B
の
両
名
を
共
周
名
義
入
と
す
る
相
続
κ
よ
る
者
所
有
権
（
持
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論説

分
量
二
分
の
一
）
取
得
の
登
記
が
為
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
遺
言
執
行
者
は
㍉
先
づ
、
そ
の
各
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
を
為
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
為
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
成
立
に
争
の
な
い
甲
第
四
号
証
の
一
筆
至
三

に
よ
っ
て
明
白
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
而
し
て
、
斯
る
場
合
に
曾
て
は
、
受
遺
者
に
於
て
も
、
そ
の
抹
消
登
記
手
続
を
求
め
得
る
も
の
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
受
遺
者
は
、
遺
贈
に
よ
っ
て
、
遺
言
が
効
力
を
生
じ
た
時
か
ら
遺
贈
の
目
的
物
の
所
有
権
を
取

得
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
相
続
人
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
何
等
の
権
利
を
も
取
得
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
、
相
続

人
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
相
続
に
よ
る
所
有
権
取
得
の
登
記
は
、
登
記
原
因
を
欠
く
無
効
の
そ
れ
で
あ
り
、
而
し
て
斯
る
登
記
の
存
在
す
る

こ
と
は
、
所
有
権
の
行
使
の
妨
害
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
所
有
権
者
は
、
そ
の
所
有
権
に
基
い
て
、
そ
の
登
記
の
抹
消
を
求
め
得
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
受
遺
者
は
、
遺
贈
の
目
的
物
の
所
有
権
者
と
し
て
、
そ
の
所
有
権
に
基
い
て
、
右
登
記
の
抹
消
を
求
め
得
る
も
の
と
解

し
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

35　（4　・60）　444

〔
二
〕
は
、
土
地
、
建
物
を
目
的
に
す
る
特
定
遺
贈
で
は
、
遺
言
執
行
者
が
登
記
義
務
者
と
し
て
受
遺
者
の
た
め
に
遺
贈
に
よ
る
所
有
権

移
転
登
記
手
続
を
な
す
べ
き
で
あ
る
が
、
当
該
土
地
、
建
物
に
つ
き
相
続
人
に
よ
つ
で
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
遺
言
執
行
人
が
そ
の
登
記
抹
消
手
続
を
な
し
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
定
受
遺
者
も
な
し
う
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

理
由
は
、
特
定
遺
贈
の
目
的
物
の
所
有
権
は
遺
言
者
死
亡
と
同
時
に
受
遺
者
に
移
転
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
特
定
物
遺
贈
の
物
権
的
効

力
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
判
例
は
、
特
定
物
の
遺
贈
に
関
し
て
は
、
遺
贈
の
目
的
物
の
所
有
権
が
遺
言
者
の
死
亡
と
同
時
に
受
遺
者
に
移
転
す
る
と
し
て
い
る
し

（大
ｻ
大
五
・
二
・
八
民
録
二
二
輯
二
〇
七
八
頁
、
大
判
大
一
二
。
一
・
二
⊥
郡
民
集
二
巻
二
四
頁
、
大
判
昭
＝
二
。
二
・
二
三
民
集
一
七
巻
二
五
九
頁
）
、
ま
た
、
通
説
も
そ
の
よ
う
に
解
し
て
き
た
（
蜘
縫
麗
下
総

驚
製
順
黒
蜜
囎
羅
嘉
禄
船
翻
蝉
錦
璽
）
。
も
っ
と
も
、
受
遺
者
は
、
対
抗
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ



第三者による遺産の管理（有地）

れ
る
か
ら
（
我
妻
・
物
権
法
七
一
頁
参
照
）
、
遺
言
執
墨
黒
と
し
で
対
抗
要
件
履
践
の
手
続
が
の
こ
る
と
さ
れ
る
（
軋
悟
編
墾
擶
備
蓄
．
し
か
し

な
が
ら
、
　
〔
幽
．
〕
に
よ
れ
ば
、
特
定
物
の
遺
贈
の
場
合
に
、
当
該
遺
贈
の
目
的
物
に
つ
い
て
、
相
続
人
の
処
分
権
の
喪
失
と
い
う
事
態
が

生
ず
る
の
は
遺
言
執
行
の
必
要
上
、
遺
言
執
行
者
に
よ
る
相
続
財
産
の
管
理
権
行
使
の
妨
害
と
な
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
受
遺
者
に
当
該
目

的
物
の
所
有
権
が
帰
属
す
る
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
民
法
第
一
〇
＝
二
条
に
即
し
て
解
釈
す
る
と
、
遺
言
執
行
者
の
権
限
に
よ
っ
て
、
相

続
人
の
処
分
権
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
ば
相
続
人
の
取
得
し
た
物
権
そ
の
も
の
の
性
質
の
問
題
に
還
元
す
る
と
、
と
に
か
く
相
続

人
に
目
的
物
の
所
有
権
が
帰
属
し
て
、
そ
れ
が
制
限
さ
れ
る
、
つ
ま
り
、
な
ん
ら
か
の
形
で
相
続
人
に
目
的
物
が
一
た
ん
帰
属
す
る
こ
と

が
前
提
さ
れ
、
す
く
な
く
と
も
、
従
来
判
例
が
と
っ
て
き
た
よ
う
に
、
特
定
遺
贈
の
効
力
に
関
し
て
遺
贈
の
効
力
の
発
生
と
同
時
に
特
定

物
が
備
畜
に
受
遺
者
に
物
権
的
に
帰
属
し
、
相
続
人
に
一
度
も
帰
属
し
な
か
っ
た
と
い
う
構
成
は
破
綻
を
来
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
遺
言
執
行
者
が
選
任
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
関
す
る
後
述
の
判
例
〔
二
五
〕
に
よ
っ
て
更
に
明
確
に
な
る
。

　
つ
ぎ
の
〔
三
〕
は
〔
ご
　
〔
二
〕
と
同
様
に
、
受
遺
者
か
ら
相
続
人
に
対
す
る
請
求
で
は
あ
る
が
、
受
遺
者
が
相
続
人
に
対
し
て
所
有

権
移
転
登
記
を
請
求
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
。

㈲
．
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
の
所
有
権
移
転
登
記
請
求

〔
三
〕
最
判
昭
四
三
・
五
・
三
一
判
タ
ニ
ニ
三
号
一
五
四
頁

　
ユ
　
り
け

　
X
X
ら
は
昭
和
三
七
年
忌
月
二
七
日
公
正
証
書
遺
言
に
よ
っ
て
亡
A
か
ら
そ
の
所
有
に
か
か
る
本
件
建
物
の
持
分
の
二
分
の
一
ず
つ

の
割
合
の
遺
贈
を
受
け
元
。
A
は
紹
和
三
八
年
八
月
＝
照
日
死
亡
し
允
の
で
、
A
の
相
続
入
で
あ
る
了
は
昭
和
三
八
年
九
月
二
日
本
件
建
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説
　
物
に
つ
き
苫
葺
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
を
経
て
い
る
・
そ
こ
で
・
恥
海
は
Y
に
対
し
右
邊
贈
を
庸
思
と
ず
る
共
有
持
分
二
分
の
一
ず
つ

論
　
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
請
求
し
た
。
な
お
、
A
の
遺
言
に
は
遺
言
執
行
者
と
し
て
B
が
指
定
さ
れ
た
が
、
A
死
亡
後
、
B
は
昭
和
四

　
　
〇
年
一
月
＝
二
日
名
古
屋
家
裁
で
遺
言
執
行
者
の
地
位
を
解
任
さ
れ
、
C
が
遺
言
執
行
者
と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
一
、
　
二
審
と
も
Y
の
被
告
適
格
に
は
触
れ
な
い
で
、
　
本
案
に
つ
き
判
断
を
し
、
一
審
X
ら
勝
訴
。
二
審
は
Y
の
遺
留
分
減
殺
請
求
の

　
　
抗
弁
を
採
用
し
て
、
一
部
馨
し
た
。
Y
圭
。
（
事
実
関
係
は
吉
井
解
説
法
曹
時
報
二
〇
巻
九
号
か
ら
引
用
）
。

　
　
　
　
「
遺
言
の
執
行
に
つ
い
て
遺
言
執
行
者
が
指
定
さ
れ
ま
た
は
選
任
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遺
言
執
行
者
が
相
続
財
産
の
、
ま
た
は

　
　
遺
言
が
特
定
財
産
に
関
す
る
と
き
は
そ
の
特
定
財
産
の
管
理
そ
の
他
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
一
切
の
行
為
を
す
る
権
利
義
務
を
有
し
、
相

　
　
続
人
は
相
続
財
産
な
い
し
は
右
特
定
財
産
の
処
分
そ
の
他
遺
言
の
執
行
を
妨
げ
る
べ
き
行
為
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
の
で

　
　
あ
る
か
ら
（
民
法
一
〇
＝
一
条
な
い
し
一
〇
一
四
条
）
、
本
訴
の
よ
う
に
、
特
定
不
動
産
の
遺
贈
を
受
け
た
者
が
そ
の
遺
言
の
執
行
と
し

　
　
て
目
的
不
動
産
の
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
る
訴
に
お
い
て
、
被
告
と
し
て
の
適
格
を
有
す
る
者
は
遺
言
執
行
者
に
か
ぎ
ら
れ
る
の
で
あ

　
　
っ
て
、
相
続
人
は
そ
の
適
格
を
有
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
大
審
院
昭
和
一
四
年
（
オ
）
第
一
〇
九
三
号
、
同
一
五
年

　
　
二
月
＝
二
日
判
決
、
大
審
院
判
決
全
集
七
宝
一
六
号
四
頁
参
照
）
。
…
…
前
記
の
よ
う
に
、
遺
言
執
行
者
の
存
在
す
る
こ
と
を
窺
う
に
足

　
　
り
る
証
拠
が
存
在
す
る
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
顧
慮
し
な
い
で
本
案
の
判
断
を
し
た
原
判
決
に
は
、
職
権
に
よ
っ
て
調
査
す
べ
き
当
事
者
適

　
　
格
に
関
す
る
事
項
に
関
し
審
理
を
尽
さ
な
か
っ
た
違
法
が
あ
る
…
…
」
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〔
三
〕
で
は
、
遺
贈
の
目
的
た
る
特
定
不
動
産
に
つ
き
、
受
遺
者
が
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
請
求
す
る
に
は
、
遺
言
執
行
者
を
被
告
と

す
べ
き
で
あ
っ
て
、
相
続
入
は
相
続
財
産
に
関
し
て
管
理
権
、
処
分
権
を
も
た
な
い
か
ら
、
相
続
人
に
は
被
告
適
格
が
な
い
と
す
る
。

〔
ご
　
〔
二
〕
　
〔
三
〕
に
よ
れ
ば
、
受
遺
者
と
相
続
人
間
の
争
い
で
、
遺
言
執
行
者
が
介
入
し
．
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
三
者
の
権
限
の
範
囲
．



第三者による遺産の管理（有地）

が
明
確
な
ら
し
め
ら
れ
る
．
受
遺
者
は
包
括
名
義
あ
る
い
は
特
定
名
義
を
と
わ
ず
、
、
柑
続
人
に
対
し
て
登
記
抹
消
を
請
求
で
き
る
が
、
登

記
の
移
転
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
相
続
入
は
そ
の
所
有
権
の
取
得
の
取
消
に
関
す
る
手
続
を
な
す
べ
き
義
務
を
負
担
す
る
に
と

ど
ま
り
、
そ
の
う
え
に
受
遺
者
に
移
転
す
る
手
続
を
な
す
べ
き
義
務
を
負
担
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
判
例
〔
九
〕
参
照
）
。
　
こ
れ
に
た
い

し
て
、
相
続
人
は
遺
言
執
行
者
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
遺
贈
の
目
的
た
る
相
続
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権
を
失
う
の
で
、
た
と
い
相
続

し
て
も
そ
の
登
記
は
原
因
を
欠
く
無
効
の
登
記
と
な
ろ
う
。
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
の
登
記
移
転
に
つ
い
て
、
遺
言
執
行
者
は
受
遺
者

の
た
め
に
遺
贈
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
な
す
べ
き
登
記
義
務
者
で
あ
っ
て
、
受
遺
者
に
よ
る
遺
贈
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
の

被
告
適
格
を
も
つ
と
同
時
に
、
相
続
人
が
相
続
に
よ
る
所
有
権
の
取
得
登
記
手
続
を
済
し
て
い
る
場
合
に
は
、
相
続
人
に
対
し
登
記
抹
消

を
請
求
す
る
原
告
適
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
遺
言
執
行
者
は
原
告
適
格
と
被
告
適
格
の
両
者
を
帯
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
関
係
を
簡
単
に
図
式
化
し
て
、
受
遺
者
を
A
、
遺
言
執
行
者
を
B
、
相
続
人
を
C
と
し
た
場
合
に
、
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
に

つ
き
相
続
人
C
が
相
続
登
記
を
し
た
と
仮
定
し
よ
う
。
こ
の
場
合
に
、
A
は
C
に
対
し
て
登
記
抹
消
を
請
求
で
き
る
が
、
B
は
A
に
対
し

て
は
C
の
登
記
を
抹
消
し
て
登
記
を
移
転
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
同
時
に
、
C
に
対
し
て
は
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
う
る
権
限
を
も
つ
か

ら
、
A
は
B
の
…
媒
介
な
く
し
て
は
登
記
の
移
転
を
受
け
え
な
い
と
い
う
関
係
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
の
〔
四
〕
は
特
定
不
動
産
の
受
遺
者
の
一
人
を
遺
言
執
行
者
に
指
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
遺
言
者
が
遺
言
執
行
者

を
定
め
て
い
る
場
合
に
、
受
遺
者
が
遺
言
執
行
者
と
し
て
で
は
な
く
、
相
続
人
に
対
し
直
接
に
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
の
所
有
権
移
転

の
登
記
手
続
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
四
〕
東
京
地
判
昭
八
・
七
・
一
七
新
聞
三
五
八
九
号
一
七
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

・
Y
の
家
族
た
る
A
は
昭
和
五
年
七
月
四
日
公
正
証
書
に
よ
っ
て
甲
地
を
X
に
、
　
　
　
　

乙
地
を
X
に
そ
れ
ぞ
れ
遺
贈
す
る
旨
の
遺
言
を
な
し
、

35　（4　●63） 447



論説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
そ
の
遺
贈
義
務
者
と
し
て
A
の
家
督
相
続
人
Y
、
遺
言
執
行
者
と
し
て
X
を
指
定
し
た
。
A
は
昭
和
六
年
一
月
二
五
日
に
死
亡
し

た
。
甲
地
、
乙
地
は
A
の
遺
言
を
な
し
た
と
き
は
勿
論
、
A
の
死
亡
し
た
と
き
に
は
相
続
財
産
で
は
な
く
Y
の
所
有
に
層
し
て
い
た
が
、

該
遺
贈
は
民
法
一
〇
九
八
条
但
書
（
現
九
九
六
条
但
書
）
に
よ
っ
て
有
効
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Y
は
昭
和
五
年
八
月
七
日
に
甲
地
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
ハ
　

乙
地
に
つ
き
家
督
相
続
に
よ
る
所
有
権
取
得
の
登
記
を
し
て
い
た
の
で
、
X
X
は
Y
に
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続
を
請
求
し
た
。

　
「
前
示
遺
贈
ハ
民
法
第
一
〇
九
八
条
但
書
（
現
九
九
六
条
但
書
）
二
依
リ
有
効
ナ
リ
、
然
ル
ニ
Y
ハ
既
二
昭
和
五
年
八
月
七
日
右
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
付
家
督
相
続
二
因
ル
所
有
権
移
転
登
記
ヲ
経
由
シ
居
ル
ヲ
以
テ
X
X
等
ハ
敦
レ
モ
受
遺
者
ト
シ
テ
（
X
ハ
遺
言
執
行
者
ト
シ
テ
請
求
ス

ル
ニ
非
ス
）
同
法
第
一
〇
九
九
条
（
現
九
九
七
条
）
二
依
り
遺
贈
義
務
ノ
履
行
ト
シ
テ
右
土
地
ノ
所
有
権
移
転
及
之
力
登
記
手
続
ヲ
求
ム

ル
ト
謂
フ
ニ
在
り
、
然
レ
ト
モ
遺
言
者
力
遺
言
ヲ
以
テ
遺
言
執
行
者
ヲ
指
定
シ
タ
ル
場
合
二
藍
テ
ハ
遺
言
執
行
者
ハ
相
続
財
産
ノ
管
理
其

他
遺
言
執
行
二
必
要
ナ
ル
一
切
ノ
行
為
ヲ
為
ス
権
利
義
務
ヲ
有
シ
相
続
入
ハ
相
続
財
産
ヲ
処
分
シ
其
他
遺
言
ノ
執
行
ヲ
妨
ク
ヘ
キ
行
為
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
民
法
第
一
一
一
四
条
第
一
一
一
五
条
（
現
一
〇
＝
【
条
、
一
〇
＝
二
条
）
二
依
り
明
カ
ナ
ル
ヲ
以
テ
遺
言
ノ
執

行
二
属
ス
ル
事
務
二
付
テ
ハ
遺
言
執
行
者
ハ
管
理
権
ヲ
有
シ
従
テ
訴
訟
上
二
於
テ
モ
訴
訟
管
理
権
ヲ
有
シ
職
権
的
当
事
者
ト
ナ
ル
モ
ノ
ト

ス
。
尤
モ
民
法
第
一
一
一
七
条
（
現
一
〇
一
五
条
）
口
調
遺
言
執
行
者
ハ
之
ヲ
相
続
人
ノ
代
理
入
ト
二
二
ス
ト
ア
レ
ト
モ
此
ハ
遺
言
執
行

者
ノ
為
シ
タ
ル
行
為
ハ
相
続
人
に
効
力
ヲ
及
ホ
ス
ノ
意
ニ
シ
テ
之
力
為
メ
遺
言
執
行
者
力
職
権
的
当
事
者
タ
ル
ノ
性
質
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
ニ

非
ス
、
ナ
レ
ハ
遺
言
執
行
二
付
テ
遺
言
執
行
者
ト
定
ア
ル
ト
キ
ハ
遺
言
執
行
者
ノ
ミ
之
ヲ
為
シ
得
ル
ヲ
以
テ
受
遺
者
ハ
遺
言
執
行
者
二
対

シ
テ
其
履
行
ヲ
請
求
シ
得
ヘ
ク
又
遺
贈
義
務
者
力
遺
贈
執
行
者
二
対
シ
遺
贈
義
務
ノ
履
行
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
遺
言
執
行
者
ハ
遺
贈
義
務

者
ノ
請
求
ヲ
為
シ
得
ナ
ル
モ
ノ
T
ス
、
蓋
シ
若
シ
然
う
ス
ト
セ
ハ
特
二
遺
言
執
行
者
ヲ
設
ケ
タ
ル
必
要
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
、
従
テ
本
件
二
於

　
1
r
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

テ
X
X
ハ
受
遺
者
タ
ル
X
X
妊
力
遺
贈
義
務
者
タ
ル
Y
二
対
シ
直
接
遺
贈
ノ
履
行
ヲ
請
求
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
主
張
ス
ル
本
訴
請
求
ハ
既
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　

此
点
二
於
テ
失
当
タ
ル
ヲ
以
テ
余
ノ
判
断
ヲ
侯
ソ
迄
モ
ナ
ク
X
X
等
ノ
本
訴
請
求
ハ
失
当
ナ
リ
」
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〔
四
〕
は
下
級
審
の
判
決
で
は
あ
る
が
、
受
遺
者
、
遺
言
執
行
者
、
遺
贈
義
務
者
三
者
の
関
係
を
克
明
に
判
示
し
て
い
る
。
遺
贈
義
務
者
が

遺
贈
の
履
行
を
し
な
い
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
が
あ
る
と
き
は
、
受
遺
者
は
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
の
み
そ
の
履
行
の
請
求
を
な
す
べ

き
で
あ
り
、
ま
た
、
遺
言
執
行
者
は
遺
贈
義
務
者
に
対
し
て
履
行
の
請
求
を
な
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
’
受
遺
者
が
遺
言
執
行
者
を
さ
し
お
い

て
直
接
に
遺
贈
義
務
者
に
対
し
履
行
の
請
求
を
な
し
え
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
執
行
者
が
遺
言
執
行
に
属
す
る
事
務
に
つ
い
て

は
一
切
の
管
理
権
を
も
ち
、
訴
訟
上
も
職
権
的
当
事
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
遺
言
執
行
者
制
度
を
設
け
た
意
味
が
な
く
な
る
と
し
て
、
遺

贈
義
務
者
は
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
遺
贈
の
履
行
を
為
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
受
遺
者
は
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
そ
の
履
行
の
請
求
を

な
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
遺
言
執
行
者
を
媒
介
せ
ず
し
て
受
遺
者
が
遺
贈
義
務
者
に
対
し
て
直
接
履
行
の
請
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
し
て
、
・
執
行
事
務
に
関
す
る
遺
言
執
行
者
の
権
限
の
重
要
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

回
　
金
銭
債
権
の
遺
贈
の
場
合
の
受
遺
者
に
よ
る
給
付
請
求

第三者による遺産の管理

〔
五
〕
大
判
昭
一
一
・
六
・
九
民
集
一
五
巻
一
〇
二
九
頁

　
養
父
A
は
遺
言
に
よ
っ
て
養
子
Y
を
し
て
養
母
X
に
対
し
生
活
扶
助
の
た
め
小
遣
と
し
て
毎
月
末
日
五
円
を
給
与
す
べ
し
と
の
遺
贈
を

す
る
と
と
も
に
、
遺
言
執
行
者
を
指
定
し
た
。
大
正
五
年
二
月
、
A
は
死
亡
、
Y
に
よ
っ
て
同
年
三
月
差
ら
昭
和
七
年
六
月
ま
で
、
そ
の

義
務
は
履
行
さ
れ
た
が
、
同
年
七
月
か
ら
二
年
冬
ケ
月
間
履
行
さ
れ
な
い
の
で
、
X
が
Y
に
そ
の
履
行
の
請
求
を
し
た
。

　
第
一
審
、
第
二
審
と
も
に
X
勝
訴
。
第
二
審
は
遺
言
執
行
者
は
遺
贈
義
務
者
Y
を
し
て
そ
の
義
務
の
履
行
を
な
さ
し
む
べ
き
諸
般
の
手

続
を
完
了
し
、
遺
言
の
執
行
を
終
っ
た
の
だ
か
ら
、
X
は
Y
に
対
し
直
接
義
務
の
履
行
を
請
求
で
き
る
と
す
る
。
Y
は
上
告
。
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上
告
理
由
は
、
ω
　
遺
言
者
が
遺
言
執
行
者
を
指
定
し
た
場
合
、
．
遺
言
執
行
者
に
執
行
に
関
す
る
一
切
の
権
利
義
務
が
あ
る
た
め
、
受

遺
者
ば
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
の
み
遺
贈
義
務
を
負
う
も
の
で
、
受
遺
者
が
直
接
遺
贈
義
務
者
に
請
求
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
、
②
　
原

審
は
、
遺
言
執
行
者
が
「
遺
言
ノ
執
行
ヲ
終
ハ
リ
タ
ル
場
合
二
型
テ
ハ
受
遺
者
ハ
遺
言
執
行
者
ヲ
富
里
ス
直
接
遺
贈
義
務
者
ニ
タ
イ
シ
テ

遺
贈
義
務
ノ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
す
る
が
、
執
行
を
終
り
た
る
場
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
は
や
履
行
す
べ
き
遺
贈
義
務
が
残
存
す
る

は
ず
は
な
い
と
い
う
に
あ
る
。

　
「
所
論
ハ
如
何
ナ
ル
遺
言
モ
必
ス
其
執
行
ヲ
要
ス
ト
前
提
セ
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
、
而
モ
遺
言
自
体
ノ
効
力
発
生
二
依
り
其
内
容
力
当
然

実
現
セ
ラ
ル
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
執
行
ヲ
認
ム
ル
ノ
余
地
無
シ
ト
云
フ
ヨ
リ
モ
執
行
ヲ
行
フ
コ
ト
自
体
力
不
要
ニ
シ
テ
且
不
能
ナ
リ
、
例

♪
ハ
遺
言
者
ノ
所
有
二
係
ル
特
定
物
力
遺
贈
ノ
対
象
タ
ル
ト
キ
ハ
遺
言
者
ノ
死
亡
ト
同
時
二
該
所
有
権
ハ
当
然
受
遺
者
二
移
転
ス
ル
カ
故

二
此
点
二
関
シ
テ
ハ
執
行
ハ
問
題
点
ラ
サ
ル
モ
対
抗
要
件
ノ
履
践
ハ
別
二
其
手
続
ヲ
経
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
此
関
係
二
男
テ
執
行
ハ
必
要
ナ

リ
、
蓋
遺
言
者
ノ
意
思
晶
質
ヨ
リ
受
遺
者
ヲ
以
テ
完
全
ナ
ル
所
有
者
ノ
位
置
二
置
ク
ニ
ア
ル
カ
故
習
対
抗
要
件
ニ
シ
テ
之
ヲ
具
備
ス
ル
ニ

非
サ
レ
ハ
遺
言
ノ
内
容
ハ
未
タ
之
ヲ
実
現
シ
得
タ
リ
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
、
反
之
或
金
銭
債
権
ヲ
受
遺
者
ノ
為
二
月
創
設
ス
ル
場

合
ハ
遺
言
ノ
効
力
発
生
二
因
リ
受
遺
者
ハ
一
般
承
継
人
タ
ル
相
続
入
二
対
シ
当
該
債
権
ヲ
取
得
ス
ル
ト
共
二
遺
言
者
ノ
意
思
ハ
即
チ
弦
二

季
ル
隈
ナ
ク
遂
行
セ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
、
此
事
自
体
ヲ
目
シ
テ
執
行
ト
為
サ
サ
ル
限
り
又
何
ノ
執
行
カ
ア
ラ
ム
ヤ
、
其
弁
済
期
二
野
リ
金
円

ノ
支
払
ハ
ル
ル
ハ
遺
言
二
因
－
－
・
発
生
シ
タ
ル
相
続
人
自
身
ノ
債
務
ノ
履
行
ニ
シ
テ
遺
言
ノ
執
行
ニ
ア
ラ
ス
、
受
遺
者
ノ
提
起
ス
ル
当
該
履

行
請
求
ノ
訴
二
於
テ
被
告
タ
ル
者
ハ
即
チ
相
続
入
ヲ
外
ニ
シ
テ
之
ヲ
誰
レ
ト
カ
為
ス
…
…
…
受
遺
者
タ
ル
文
ニ
シ
テ
一
旦
当
該
遺
贈
ヲ
承

認
ス
ル
以
上
遺
言
ノ
効
力
山
姫
ユ
確
定
シ
爾
後
Y
二
対
シ
特
定
ノ
債
権
ヲ
取
得
シ
其
ノ
履
行
ヲ
請
求
ス
ル
ヲ
得
ル
や
多
言
ヲ
侯
ツ
ヘ
カ
ラ

ス
。
若
シ
之
ヲ
然
う
ス
ト
シ
毎
回
ノ
給
付
ヲ
為
ス
コ
ト
自
体
モ
亦
遺
言
ノ
執
行
ナ
リ
ト
セ
ム
カ
受
遺
者
ノ
死
亡
二
因
り
相
続
入
ノ
前
記
義

務
力
消
減
法
サ
ル
限
り
遺
言
執
行
ノ
事
務
柳
箱
ヘ
ニ
存
続
シ
、
相
続
入
二
於
テ
相
続
財
産
ノ
処
分
ヲ
為
シ
得
〃
時
期
ハ
荏
薄
ト
シ
テ
到
来
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セ
ナ
ル
ニ
至
ラ
ム
ナ
リ
」

第三者による遺産の管理（有地）

　
終
身
定
期
金
債
権
の
遺
贈
に
関
し
て
、
原
審
で
は
、
本
件
は
、
遺
言
執
行
者
が
相
続
人
を
し
て
「
其
の
義
務
の
履
行
を
為
さ
し
む
べ
き

諸
般
の
手
続
を
完
了
し
、
遺
言
の
執
行
は
終
っ
た
」
と
認
定
し
た
の
に
た
い
し
て
、
〔
五
〕
は
、
遺
言
の
内
容
が
遺
言
自
体
の
効
力
発
生
に

よ
り
実
現
さ
れ
（
受
遺
者
の
遺
贈
承
認
に
よ
り
遺
言
の
効
力
は
確
定
し
て
し
ま
い
、
受
遺
者
は
相
続
人
に
対
し
て
債
権
を
取
得
し
、
執
行

を
行
う
こ
と
が
不
要
に
し
て
不
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
毎
回
の
給
付
は
相
続
人
が
自
ら
の
債
務
と
し
て
履
行
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

受
遺
者
は
相
続
人
に
対
し
終
身
定
期
金
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
判
決
は
傍
論
で
特
定
物
を
目

．
的
と
す
る
特
定
遺
贈
で
は
、
受
遺
者
を
し
て
完
全
に
そ
の
物
の
所
有
者
の
地
位
に
お
く
必
要
上
、
遺
言
執
行
者
は
対
抗
要
件
を
履
践
す
る

手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

〔
五
〕
に
対
し
て
、
唄
評
釈
は
「
遺
言
執
行
者
と
相
続
人
と
の
権
限
の
分
配
に
関
し
興
味
あ
り
、
か
つ
お
お
む
ね
妥
当
だ
が
、
判
決
と
し
て

ぽ
遺
言
執
行
者
の
権
限
を
否
定
す
る
よ
り
も
相
続
人
を
被
告
と
し
た
訴
を
難
ず
る
こ
と
に
そ
の
ね
ら
い
が
あ
・
た
の
だ
ろ
う
」
（
囎
三

景
翫
五
）
と
さ
れ
る
真
実
、
〔
五
〕
の
ケ
去
は
、
薔
の
給
付
を
す
る
こ
と
を
も
っ
て
雪
囲
の
執
行
と
す
る
な
ら
ば
、
受
遺
者
奎
存

す
る
か
ぎ
り
、
遺
言
執
行
の
事
務
が
永
久
に
存
続
し
、
相
続
人
が
遺
産
を
処
分
す
る
時
期
が
到
来
し
な
い
と
い
う
不
合
理
性
を
強
く
指
摘

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
〔
五
〕
の
よ
う
な
終
身
定
期
金
の
遺
贈
の
場
合
は
、
遺
言
者
の
意
思
が
と
く
に
相
続
人
に
対
し
そ
れ
を
実
現
す
べ
き
債

務
を
負
担
せ
し
め
る
に
あ
る
と
み
ら
れ
、
遺
言
執
行
の
余
地
は
な
い
と
さ
れ
る
（
骨
湯
鯛
馨
鑛
璽
㌃
度
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

「
の
遺
言
の
内
容
か
ら
は
、
遺
言
者
が
相
続
入
に
対
し
て
終
身
定
期
債
務
を
負
担
せ
し
め
よ
う
と
す
る
意
思
が
あ
っ
た
か
否
か
は
詳
か
に
し

え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
意
思
の
存
在
を
認
め
る
の
は
単
な
る
擬
制
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
終
身
定
期
金
債
権
の
遺
贈
に
は
遺

言
執
行
が
不
要
に
し
て
不
能
で
あ
る
と
も
い
い
難
い
。
遺
言
者
の
意
思
が
受
遺
者
に
定
期
に
確
実
に
金
銭
の
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
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て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
受
遺
者
が
現
実
に
債
権
の
給
付
を
受
け
て
は
じ
め
て
遺
言
の
内
容
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

撃
期
に
現
実
に
受
遺
者
繕
付
す
る
こ
と
ま
で
が
遺
言
執
行
の
麗
に
含
ま
し
碧
れ
る
叢
も
出
ぞ
る
（
鄭
禦
舳
樺
こ

　
　
の
よ
う
な
遺
言
者
の
意
思
解
釈
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
ハ
六
〕
の
同
一
事
件
の
昭
和
九
年
＝
月
分
か
ら
昭
和
一

　
　
一
年
六
月
分
ま
で
（
舘
論
塊
盤
墾
の
定
期
金
債
権
の
遺
贈
の
判
決
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

35（4●68）452

〔
六
〕
大
判
昭
一
二
・
六
・
七
判
決
全
集
四
輯
一
一
号
一
一
四
頁

　
X
は
、
遺
言
者
A
に
よ
り
遺
言
書
第
一
条
第
三
項
で
X
に
小
遣
と
し
て
月
五
円
昭
和
九
年
二
月
分
よ
り
昭
和
一
一
年
六
月
分
を
遺
贈

す
る
旨
の
遺
言
に
基
づ
き
相
続
得
た
る
Y
に
対
し
、
そ
の
遺
贈
義
務
の
履
行
を
請
求
し
、
原
審
は
X
の
請
求
を
認
容
し
た
。
な
お
、
同
遺

言
書
に
は
、
遺
言
執
行
者
に
B
C
を
指
定
し
て
い
る
。
Y
が
上
告
。

　
上
告
理
由
と
し
て
は
、
受
遺
者
X
は
遺
言
執
行
者
B
C
に
対
し
遺
贈
義
務
の
履
行
を
請
求
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
直
接
遺
贈
義
務
者
に
対

し
て
請
求
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
不
特
定
財
産
、
殊
に
金
銭
を
遺
贈
の
目
的
物
と
す
る
場
合
に
は
、
受
遺
者
は
遺
言
者
X
の
死
亡
に
よ

り
当
然
債
権
を
取
得
し
、
も
は
や
遺
言
執
行
の
必
要
な
し
と
は
い
え
な
い
し
、
更
に
、
遺
言
者
の
意
思
か
ら
み
て
も
受
遺
者
が
形
式
葡
に

債
権
を
取
得
し
た
だ
け
で
は
い
ま
だ
遺
言
の
内
容
、
即
ち
遺
言
者
の
意
思
が
実
現
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
受
遺
者
が
実
質
的
に
債
権
の

給
付
の
満
足
を
得
て
は
じ
め
て
遺
言
内
容
の
実
現
を
見
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

　
「
然
レ
ト
モ
原
判
決
ノ
確
定
シ
タ
ル
所
二
依
レ
ハ
、
本
件
遺
言
二
藍
テ
ハ
X
二
対
シ
毎
月
小
遣
ト
シ
テ
金
五
円
宛
テ
給
付
ス
ヘ
キ
旨
ヲ

定
量
タ
ル
モ
、
支
出
ノ
基
本
ト
為
ル
ヘ
キ
財
産
二
方
何
等
ノ
定
メ
ヲ
為
サ
サ
リ
シ
モ
ノ
ト
ス
、
翼
下
ル
遺
言
ノ
趣
旨
ハ
相
続
人
タ
ル
Y
ヲ

シ
テ
X
二
対
ス
ル
右
定
期
給
付
ノ
債
務
ヲ
負
担
セ
シ
ム
ル
ニ
在
り
其
個
々
ノ
給
付
二
尊
テ
ハ
Y
ハ
各
其
時
期
二
於
ケ
ル
自
己
ノ
全
資
力
ヲ

以
テ
其
事
一
一
任
ス
ヘ
ク
、
必
ス
シ
モ
相
続
財
産
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ヲ
以
テ
磁
力
支
出
ノ
基
本
ト
為
ス
ノ
必
要
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
、
然
レ
ハ
右



遺
言
ノ
執
行
者
二
等
続
財
産
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ヲ
管
理
シ
之
ヲ
基
本
ト
シ
デ
自
テ
X
一
一
対
シ
偶
々
ノ
給
杜
ヲ
為
ス
ノ
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ル

モ
ノ
ニ
非
ス
、
従
テ
X
口
書
テ
其
給
付
ヲ
請
求
ス
ル
訴
ノ
被
告
ハ
相
続
人
タ
ル
Y
ニ
シ
テ
遺
言
執
行
者
二
非
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」

〔
六
〕
で
は
、
遺
言
が
相
続
人
は
受
遺
者
に
毎
月
小
遣
と
し
て
金
五
円
を
給
付
す
べ
き
旨
を
定
め
る
だ
け
で
、
　
「
支
出
ノ
基
本
ト
為
ル
ベ

キ
財
産
坪
付
何
等
ノ
定
メ
ヲ
為
サ
ザ
リ
シ
モ
ノ
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
遺
産
全
部
が
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
付
さ
れ
、
相
続
人
は
遺
産
全

部
に
つ
い
て
処
分
が
禁
止
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
状
態
が
受
遺
者
の
死
亡
ま
で
と
い
う
長
期
間
続
く
の
は
到
底
忍
び
え
な
い
と
い

う
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
に
、
定
期
金
債
権
の
受
遺
者
が
そ
の
支
払
の
請
求
を
な
す
に
は
、
遺

言
執
行
者
で
は
な
く
、
相
続
人
を
被
告
と
す
べ
き
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
の
〔
七
〕
は
き
わ
め
て
古
い
下
級
審
の
判
例
で
は
あ
る
が
、
金
銭
債
権
の
遺
贈
の
場
合
に
で
も
、
受
遺
者
は
遺
言
執
行
者
を
相
手

に
し
て
履
行
請
求
を
な
す
べ
し
、
と
し
て
原
則
的
な
立
場
を
示
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

第三者による遺産の管理

〔
七
〕
東
京
控
判
明
三
六
・
二
・
一
四
新
聞
一
二
八
号
九
頁

　
X
は
遺
贈
さ
れ
た
二
〇
〇
円
に
つ
き
、
遺
言
者
の
相
続
人
Y
を
相
手
ど
っ
て
遺
贈
金
請
求
の
訴
を
提
起
し
た
。
な
お
、
本
件
遺
言
に
は

遺
言
執
行
者
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。
原
審
は
不
詳
で
あ
る
が
、
X
は
控
訴
し
、
Y
は
「
本
件
に
お
い
て
遺
言
執
行
者
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
た
だ
ち
に
自
分
に
請
求
す
る
の
は
不
当
」
と
主
張
し
た
。

　
「
遺
言
ノ
執
行
事
態
シ
遺
言
執
行
者
ア
ル
場
合
二
在
テ
ハ
、
其
遺
言
ノ
執
行
局
譜
テ
遺
言
執
行
者
二
於
テ
相
続
人
ヲ
代
表
シ
、
之
ヲ
執

行
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
威
民
法
曽
千
百
十
四
条
、
第
千
百
十
五
条
、
第
千
百
十
七
条
ノ
規
定
二
照
シ
テ
之
ヲ
推
知
シ
得
可
キ
ヲ
以
テ
、
遺

言
執
行
者
ア
ル
場
合
二
手
テ
ハ
相
続
人
ハ
其
遺
言
ノ
執
行
二
干
ス
ル
行
為
二
付
テ
ハ
全
ク
無
能
力
ナ
リ
ト
渇
感
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
本
件
遺
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言
ノ
執
行
二
干
シ
特
二
番
任
ノ
遺
言
執
行
者
ア
ル
コ
ト
ハ
当
事
者
ノ
点
心
テ
争
ハ
サ
ル
処
ナ
リ
、
然
ル
ニ
原
審
ハ
其
遺
言
執
行
者
ヲ
シ
テ

説　
　
相
続
人
タ
ル
Y
ヲ
代
表
セ
シ
メ
ズ
シ
テ
訴
訟
手
続
ヲ
進
行
シ
其
儘
判
決
シ
タ
コ
ト
ハ
本
件
記
録
二
徴
シ
明
白
ナ
ル
ニ
付
、
Y
ハ
原
審
ノ
三

論　
　
訟
手
続
二
言
テ
法
律
ノ
規
定
二
従
ヒ
代
表
セ
ラ
レ
ザ
リ
シ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
則
チ
原
審
ハ
重
要
ナ
ル
訴
訟
手
続
二
違
背
シ
テ
判
決
ヲ
為
シ
タ

　
　
ル
モ
ノ
ト
颯
硝
ハ
詠
ノ
ル
ヘ
カ
ー
フ
ス
」

35　（4　・70）　454

口
　
相
続
人
か
ら
受
遺
者
に
対
す
る
場
合

〔
八
〕
は
遺
言
執
行
者
が
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
続
人
が
受
遺
者
に
対
し
て
遺
言
の
無
効
確
認
を
請
求
す
る
と
と
も
に
、

目
的
不
動
産
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
所
有
権
移
転
の
仮
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

遺
贈
の

〔
八
〕
大
阪
地
判
明
四
三
年
励
第
九
五
号
裁
判
年
月
日
不
明
新
聞
六
四
六
号
一
六
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
ロ

　
A
は
明
治
四
二
年
六
月
二
二
日
公
正
証
書
遺
言
に
て
、
本
件
不
動
産
の
所
有
権
な
ら
び
に
永
小
作
権
を
Y
Y
に
遺
贈
す
る
旨
の
遺
言
を

し
た
の
で
、
h
㌦
は
本
件
不
動
産
に
つ
き
遺
贈
に
よ
る
所
有
権
移
転
と
永
小
作
権
移
転
の
仮
登
記
を
し
た
。
A
の
相
続
人
X
は
、
本
件
遺

言
に
つ
き
A
は
身
体
衰
弱
が
甚
し
く
精
神
薄
弱
で
到
底
証
書
に
記
載
さ
れ
た
よ
う
な
遺
言
を
な
し
え
な
か
っ
た
と
し
て
、
遺
言
の
無
効
確

認
な
ら
び
に
該
遺
言
に
基
づ
く
所
有
権
、
永
小
作
権
移
転
の
仮
登
記
抹
消
を
請
求
。

　
ぬ
㌔
は
、
明
治
四
三
年
一
月
一
八
日
ぬ
の
申
請
に
よ
り
B
が
遺
言
執
行
者
に
選
定
さ
れ
て
い
る
が
、
該
執
行
者
は
相
続
入
の
代
理
人
と

み
な
さ
る
べ
き
も
の
な
る
を
も
っ
て
、
本
件
訴
は
遺
言
執
行
者
B
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
べ
き
筋
合
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を



し
な
い
で
提
起
さ
れ
た
X
の
請
求
は
不
適
法
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

　
「
h
㌔
の
代
理
人
は
遺
言
執
行
者
は
遺
言
者
の
相
続
入
の
代
理
人
と
看
倣
さ
る
べ
き
を
以
て
該
遺
言
執
行
者
の
存
在
す
る
以
上
は
、
本

件
は
同
執
行
者
に
於
て
提
超
せ
ら
る
べ
き
墨
黒
な
る
に
措
置
此
処
に
出
で
ざ
る
X
の
本
訴
は
不
適
法
な
り
と
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
民
法

第
一
一
七
条
（
現
一
〇
一
五
条
）
は
遺
言
執
行
者
は
相
続
人
の
代
理
人
と
看
徹
と
雛
、
同
執
行
者
の
資
格
を
定
あ
た
る
規
定
に
止
り
尚
同

執
行
者
は
相
続
財
産
の
管
理
其
他
遺
言
執
行
に
必
要
な
る
行
為
を
為
す
権
利
義
務
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
該
執
行
に
関
係
な
き
該

遺
言
の
効
力
を
争
う
本
訴
は
不
適
法
な
り
と
言
う
こ
と
を
得
ず
」

第三者による遺産の管理（有地）

〔
八
〕
の
理
由
づ
け
は
、
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
く
、
不
必
要
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
が
馬
遺
言
の
無
効
確
認
の
訴
の
当
事
者
適
格
は
相

続
入
に
も
あ
る
と
す
る
の
は
、
遺
言
に
よ
る
法
律
関
係
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
存
否
に
つ
い
て
争
う
無
効
確
認
の
訴
は
執
行
と
は
関
係
が

な
く
、
遺
言
が
無
効
と
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
続
人
の
権
利
に
現
存
す
る
不
安
を
即
時
に
除
去
し
う
る
に
た
る
法
律
上
の
利
益

、
を
有
す
る
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
相
続
人
も
そ
れ
ら
の
者
の
な
か
に
含
ま
れ
る
と
み
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

二
　
遺
言
執
行
者
と
相
続
人
聞
の
争
い

の
　
遺
言
執
行
者
か
ら
相
続
入
に
対
す
る
場
合

伺
　
遺
言
執
行
者
か
ら
相
続
人
に
対
す
る
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
の
登
記
抹
消
請
求

〔
九
〕
大
判
明
三
六
・
二
・
二
五
民
録
九
輯
四
巻
一
九
〇
頁
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A
は
明
治
三
三
年
＝
月
一
＝
日
B
に
対
し
本
件
不
動
産
を
遺
贈
す
る
旨
の
遺
言
を
作
成
し
た
が
、
同
年
同
月
二
〇
日
か
ら
二
三
日
の

説　
　
間
に
本
件
不
動
産
に
つ
き
、
A
の
相
続
人
た
る
Y
名
義
に
登
記
が
な
さ
れ
、
A
は
翌
年
四
月
二
六
日
に
死
亡
し
た
。
X
は
遺
言
執
行
者
と

論　
　
し
て
Y
の
登
記
抹
消
を
請
求
し
た
。
原
審
は
X
勝
訴
。

　
　
　
Y
の
上
告
理
由
は
つ
ぎ
の
二
点
で
あ
る
。
ω
　
X
が
遺
言
執
行
者
の
資
格
で
右
遺
贈
に
か
か
る
不
動
産
の
登
記
抹
消
を
請
求
し
て
い
る

　
　
け
れ
ど
も
、
本
件
不
動
産
は
遺
言
の
効
力
発
生
前
に
Y
の
所
有
名
義
に
登
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
遺
言
は
効
力
が
な
い
。
ま
た
、
遺
言
執

　
　
行
者
は
相
続
入
の
代
理
入
と
し
て
遺
言
の
執
行
に
関
す
る
相
続
人
の
権
利
を
行
使
す
べ
き
者
で
あ
る
か
ら
、
遺
言
執
行
者
と
し
て
Y
に
対

　
　
し
て
本
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
受
遺
者
た
る
B
よ
り
相
続
人
ま
た
は
遺
言
執
行
者
に
対
し
本
訴
を
提
起
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
る
に
、
X
が
遺
言
執
行
者
と
し
て
Y
に
対
し
Y
が
す
で
に
遺
言
者
死
亡
以
前
に
所
有
権
を
取
得
し
た
る
登
記
の
無
効
取
消
の
請
求
を

　
　
容
れ
た
原
判
決
は
不
当
。
②
　
か
り
に
遺
言
執
行
者
が
相
続
人
に
対
し
受
遺
者
の
た
め
に
本
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、

　
　
そ
れ
は
本
件
不
動
産
の
登
記
を
取
消
し
て
こ
れ
を
受
遺
者
B
の
名
義
に
登
記
す
べ
し
と
い
う
請
求
で
あ
れ
ば
遺
言
の
執
行
と
い
う
こ
と
が

　
　
で
き
る
が
、
本
件
の
よ
う
に
Y
の
取
得
し
た
る
所
有
権
取
得
登
記
の
取
消
を
請
求
す
る
の
は
遺
言
の
執
行
と
は
い
え
な
い
。
け
だ
し
、
か

　
　
よ
う
な
登
記
取
消
の
原
因
理
由
は
全
く
遺
言
と
関
係
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
「
遺
言
執
行
者
ハ
民
法
第
千
百
十
七
条
（
焔
心
〇
一
五
条
）
二
丁
テ
単
二
相
続
人
ノ
代
理
人
ト
看
倣
サ
レ
タ
ル
ニ
止
マ
リ
常
二
其
代
理

　
　
人
ト
シ
テ
相
続
人
ノ
権
利
ノ
ミ
ヲ
行
使
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
、
其
任
務
ハ
民
法
第
千
百
十
四
条
（
現
一
〇
＝
二
条
）
5
規
定
ス
ル
通
り
、
相

　
　
続
財
産
ノ
管
理
其
他
遺
言
ノ
執
行
二
必
要
ナ
ル
一
切
ノ
行
為
ヲ
為
ス
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ル
故
二
、
本
件
ノ
如
ク
遺
贈
ノ
目
的
ヲ
相
続
人
タ

　
　
ル
Y
力
其
名
義
二
移
シ
タ
ル
場
合
二
黒
テ
遺
言
ノ
執
行
ヲ
為
ス
為
メ
相
続
人
二
対
シ
訴
訟
ヲ
提
起
ス
ル
カ
如
キ
ハ
右
規
定
ノ
適
用
上
当
然

　
　
ナ
リ
。
若
シ
上
告
論
旨
ノ
如
ク
遺
言
執
行
者
ハ
相
続
人
ノ
代
理
人
ニ
シ
テ
常
二
其
権
利
ノ
行
使
ノ
ミ
ヲ
為
ス
可
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
月
詣
法
律

　
　
力
民
法
第
九
百
七
十
五
条
（
現
削
除
）
及
ヒ
第
千
条
（
現
八
九
五
条
）
二
巴
テ
遺
言
執
行
者
ヲ
シ
テ
相
続
人
二
対
シ
之
力
廃
除
ノ
請
求
ヲ
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為
ナ
シ
ム
可
キ
理
ア
ラ
ナ
ル
ナ
リ
。

　
依
テ
審
按
ス
ル
ニ
、
遺
贈
ノ
目
的
力
第
三
者
又
ハ
相
続
人
二
移
転
セ
ル
場
合
二
黒
テ
遺
言
執
行
者
力
其
目
的
二
付
キ
遺
言
ノ
執
行
ヲ
為

ス
ニ
当
り
、
第
三
者
又
ハ
相
続
人
ハ
其
所
有
権
ノ
取
得
ノ
取
消
二
関
ス
ル
手
続
ヲ
為
ス
可
キ
義
務
ヲ
有
ス
ル
ニ
止
マ
リ
、
尚
ホ
其
上
受
遺

者
二
其
名
義
ヲ
移
転
ス
ル
コ
ト
ノ
手
続
ヲ
為
ス
義
務
ナ
シ
、
而
シ
テ
第
三
者
又
ハ
相
続
人
ノ
取
得
名
義
取
消
ナ
ル
ル
ト
キ
ハ
、
遺
言
執
行

者
ハ
遺
贈
ノ
目
的
ノ
所
有
名
義
ヲ
遺
贈
者
ヨ
リ
直
チ
ニ
受
遺
者
二
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可
ケ
レ
ハ
本
件
請
求
ノ
如
キ
ハ
純
然
タ
ル
遺
言
執

行
ノ
行
為
ナ
リ
ト
ス
、
而
シ
テ
X
ハ
本
件
ノ
目
的
物
ハ
遺
言
者
A
カ
B
二
遺
贈
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
Y
力
恣
二
自
己
ノ
名
義
二
変
更
シ
タ

ル
ヲ
以
テ
其
登
記
ノ
取
消
ヲ
請
求
ス
ル
双
翼
リ
テ
遺
言
ノ
執
行
ノ
為
ニ
ハ
此
ノ
如
キ
請
求
ハ
必
要
ニ
シ
テ
且
ツ
法
律
上
当
然
許
サ
ル
可
キ

モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
X
力
本
件
ノ
請
求
ヲ
為
シ
タ
ル
ハ
正
当
ナ
リ
ト
ス
」

第三者による遺産の管理（有地）

〔
九
〕
は
、
遺
言
執
行
者
が
相
続
人
に
対
し
て
登
記
抹
消
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
が
、
こ
の
関
係
で
は
遺
言
執
行
の
権
限
と
相
続
人
の

限
の
分
配
が
対
立
的
に
浮
彫
り
に
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
民
法
第
一
〇
一
二
条
が
遺
言
執
行
者
は
相
続
人
の
代
理
入
と
み
な
し
て
い
る

以
上
、
遺
言
執
行
者
は
遺
言
の
執
行
に
関
す
る
相
続
人
の
権
利
を
行
使
す
べ
き
に
と
ど
ま
る
か
否
か
が
具
体
的
に
問
題
に
な
る
。

〔
九
〕
は
つ
ぎ
の
二
点
を
判
示
し
て
い
る
。
第
一
に
、
遺
言
執
行
者
は
相
続
入
の
代
理
人
と
み
な
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
に
常
に
代
理

人
と
し
て
相
続
入
の
権
利
の
み
を
行
使
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
遺
言
執
行
者
の
遺
産
の
管
理
そ
の
他
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
一
切
の

行
為
を
な
す
任
務
の
中
に
は
、
遺
言
め
執
行
を
な
す
た
め
に
相
続
人
に
対
し
て
訴
を
提
起
す
漏
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
第
二
に
は
、
遺
言
執

行
の
義
務
の
範
囲
に
関
し
て
は
、
遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
に
つ
き
、
相
続
登
記
を
し
た
相
続
人
ま
た
は
第
三
者
は
「
所
有
権
ノ
取
得
ノ

取
消
二
関
ス
ル
手
続
ヲ
為
ス
可
キ
義
務
ヲ
有
ス
ル
ニ
止
マ
リ
」
、
そ
の
う
え
に
、
　
「
受
遺
者
二
歩
名
義
ヲ
移
転
ス
ル
コ
ト
ノ
手
続
ヲ
為
ス

義
務
」
は
な
い
と
す
る
。
相
続
人
の
取
得
登
記
が
抹
消
さ
れ
れ
ば
、
執
行
者
は
当
該
不
動
産
の
所
有
名
義
を
た
だ
ち
に
受
遺
者
に
変
更
す
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論説

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
　
勿
論
、
遺
贈
に
よ
る
所
有
権
移
転
の
登
記
を
申
請
す
る
場
合
に
は
、
遺
贈
者
の
名
義
の
登
記
済
証
を

「
登
記
済
証
」
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
、
被
相
続
入
が
生
前
に
不
動
産
を
売
却
し
、
そ
の
所
有
権
移
転
登
記
の
未
了
の
ま
ま

で
死
亡
し
た
と
き
に
、
相
続
人
が
そ
の
所
有
権
移
転
を
申
請
で
き
る
と
同
じ
よ
う
に
、
遺
言
執
行
者
は
遺
贈
者
1
1
登
記
義
務
者
の
代
理
人

と
し
て
遺
贈
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
を
申
請
で
き
る
と
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
「
登
記
済
証
」
が
提
出
で
き
な
い
と
き
は
、
遺
言
執

薯
に
つ
い
て
保
証
書
を
提
出
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
桜
井
「
登
記
義
務
者
の
権
利
に
関
す
る
『
登
記
済
証
』
に
つ
い
て
」
民
謡
五
五
号
七
二
頁
参
照
）
）
。

　
つ
ぎ
の
〔
一
〇
〕
は
、
家
督
相
続
入
砺
（
亡
長
男
の
妻
）
が
遺
贈
物
件
で
あ
る
家
屋
に
つ
い
て
、
相
続
に
よ
る
保
存
登
記
を
し
て
、
そ
の
夫
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

に
贈
与
し
、
所
有
権
移
転
登
記
を
了
し
た
事
案
で
、
遺
言
執
行
者
X
が
家
督
相
続
人
Y
に
対
し
、
本
件
家
屋
に
つ
き
受
贈
者
B
に
遺
贈
を

原
因
と
す
る
登
記
名
義
の
移
転
を
求
め
、
予
備
的
請
求
と
し
て
、
そ
の
登
記
手
続
不
能
の
場
合
に
は
損
害
賠
償
を
な
す
べ
き
こ
と
を
請
求

し
た
も
の
で
あ
る
。
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〔一

Z
〕
大
阪
高
判
招
三
七
・
四
。
三
〇
下
級
民
集
＝
二
巻
四
号
九
二
八
頁
（
〔
二
四
〕
の
判
決
）

　
「
し
か
し
な
が
ら
遺
言
者
A
の
家
督
相
続
人
た
る
遁
に
対
し
て
遺
贈
の
目
的
で
あ
り
か
つ
被
相
続
人
A
の
相
続
財
産
に
属
す
る
本
件
家

屋
に
つ
き
受
贈
者
た
る
B
に
登
記
名
義
を
移
転
す
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
の
は
遺
贈
義
務
の
履
行
を
求
め
る
に
外
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、
遺
贈
義
務
の
履
行
は
遺
言
執
行
者
の
選
任
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
受
贈
者
よ
り
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
訴
求
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
訴
に
つ
き
被
告
適
格
を
有
す
る
の
は
当
該
遺
言
執
行
者
に
限
ら
れ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
、
ま
た
黒
帯
に
つ
き
遺
言
執
行
者
が
原
告
適

格
を
有
し
な
い
こ
と
は
艮
法
第
一
〇
一
五
条
に
お
い
て
も
明
白
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
遺
言
執
行
者
た
る
資
格
に
基
き
職
務
上
の

当
事
者
と
し
て
X
が
前
記
遺
言
に
基
き
相
続
人
た
る
h
に
対
し
受
贈
者
た
る
B
に
遺
贈
の
目
的
と
せ
ら
れ
た
本
件
家
屋
の
所
有
権
移
転
登

記
手
続
を
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
第
一
次
請
求
並
び
κ
右
翌
記
手
続
不
能
の
場
含
に
損
害
賠
償
を
な
す
べ
き
こ
と
を
予
備
的
κ
請
求
す
る



こ
と
に
つ
い
て
は
、
X
に
お
い
て
も
㌔
に
お
い
て
も
と
も
に
当
事
者
適
格
を
有
し
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
、

と
し
て
却
下
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」

㌔
に
対
す
る
本
訴
は
不
適
法

第三者による遺産の管理（有地）

〔
口
O
〕
は
受
遺
者
か
ら
遺
言
執
行
者
に
対
し
請
求
す
弾
き
で
、
遺
言
執
行
者
は
原
告
適
格
を
も
た
ず
、
被
告
適
格
を
も
つ
だ
け
だ
と
す

る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
蟹
は
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
我
妻
1
1
唄
前
掲
書
二
九
五
頁
注
㈹
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
遺
贈
の
目
的
物
件
に
つ
い
て
、
相
続
人

が
所
有
権
取
得
の
登
記
を
な
し
た
場
合
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
取
得
名
義
が
抹
消
さ
れ
た
な
ら
ば
、
遺
言
執
行
者
は
そ
の
物
件
の

所
有
名
義
を
た
だ
ち
に
受
遺
者
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
遺
言
執
行
の
職
務
と
し
て
移
転
す
る
義
務
を
負
っ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
・
相
続
人
に
所
有
権
の
移
転
登
記
手
続
を
な
す
べ
き
義
務
ま
で
負
担
せ
し
め
る
必
要
は
な
い
。
遺
言
執
行
者
が
、
移
転
登

記
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
し
な
い
場
合
に
は
、
受
遺
者
か
ら
遺
言
執
行
者
に
対
し
登
記
名
義
移
転
の
請
求
を
な
し
う

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
は
、
遺
言
執
行
者
は
被
告
適
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
　
〔
幽
O
〕
は
第
一
〇
一
五
条
を
引
き
合
い
に

だ
し
て
、
か
よ
う
な
訴
で
は
、
遺
言
執
行
者
は
原
告
適
格
を
有
し
な
い
と
ま
で
述
べ
た
の
は
、
遺
言
執
行
者
は
相
続
人
に
た
い
し
て
登
記

抹
消
請
求
を
含
む
一
切
の
裁
判
上
の
請
求
を
な
し
え
な
い
と
の
趣
旨
に
も
解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
で
は
な
い
が
、
結
論
的
に
は
、
〔
九
〕

の
判
旨
を
敷
衡
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
ぎ
の
〔
一
一
〕
も
、
遺
贈
の
目
的
に
つ
き
相
続
人
が
相
続
に
よ
る
所
有
権
取
得
の
登
記
を
し
、
抵
当
権
設
定
な
ら
び
に
売
買
の
よ
う

な
処
分
を
し
た
場
合
に
、
遺
言
執
行
者
は
相
続
人
の
所
有
権
取
得
登
記
、
抵
当
権
設
定
登
記
、
売
買
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を

請
求
し
た
事
案
で
あ
る
。

〔　

黶l

結
檮
T
判
昭
六
。
三
・
三
〇
新
蘭
三
二
七
一
号
一
一
頁
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、

論説

　
A
は
昭
和
二
年
頃
か
ら
病
を
え
て
そ
の
後
病
勢
が
す
す
み
、
昭
和
三
年
一
月
頃
か
ら
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
を
も
併
発
し
、
重
態
に
陥
っ

た
の
で
、
二
月
一
日
に
訴
外
者
に
所
有
財
産
の
分
配
に
関
す
る
遺
言
書
を
作
成
の
た
め
の
筆
記
を
さ
せ
、
同
月
一
二
日
に
公
証
人
を
自
宅

に
呼
び
、
訴
外
B
と
X
を
立
ち
会
わ
せ
、
そ
の
所
有
不
動
産
を
長
男
Y
（
遺
留
分
と
し
て
）
、
等
外
妻
C
、
五
男
D
、
訴
外
E
の
そ
れ
ぞ

れ
に
遺
贈
し
、
遺
言
執
行
者
と
し
て
X
を
指
定
す
る
旨
の
公
正
証
書
遺
言
を
作
成
し
た
。
A
は
同
月
一
七
日
置
死
亡
し
た
が
、
Y
は
本
件

遺
贈
の
目
的
た
る
不
動
産
に
つ
き
家
督
相
続
に
よ
る
所
有
権
取
得
登
記
を
し
、
ま
た
、
更
に
、
抵
当
権
設
定
登
記
あ
る
い
は
売
買
に
よ
る

所
有
権
移
転
登
記
を
し
た
。
X
か
ら
Y
に
抵
当
権
設
定
登
記
、
所
有
権
保
存
・
移
転
登
記
の
抹
消
の
請
求
を
し
た
事
案
。

　
「
本
件
ノ
如
ク
遺
言
跡
付
遺
言
執
行
者
ノ
定
ア
ル
場
合
二
於
テ
ハ
相
続
入
ハ
相
続
財
産
ヲ
処
分
シ
其
ノ
他
遺
言
ノ
執
行
ヲ
妨
ク
ヘ
キ
行

為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ハ
民
法
一
一
一
五
条
（
現
一
〇
＝
二
条
）
二
規
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
前
記
A
ノ
相
続
人
タ
ル
Y
ノ
為
シ

タ
ル
前
記
各
登
記
ハ
敦
レ
モ
右
規
定
二
違
反
ス
ル
無
効
ノ
登
記
ナ
リ
ト
謂
フ
ヘ
シ
、
Y
等
ハ
遺
贈
ハ
債
権
的
効
力
ヲ
生
ス
ル
ニ
過
キ
ス
シ

テ
相
続
馬
下
ル
Y
ハ
遺
贈
義
務
者
ー
シ
テ
前
記
世
外
入
等
二
対
シ
遺
贈
ノ
目
的
二
付
キ
権
利
移
転
ヲ
為
ス
義
務
ヲ
負
フ
ニ
止
マ
ル
ヲ
以
テ

遺
贈
ノ
目
的
ノ
処
分
並
二
之
二
関
ス
ル
登
記
ハ
敦
レ
モ
不
当
ナ
ラ
ス
、
従
ツ
テ
遺
言
執
行
者
ト
難
モ
本
件
ノ
如
キ
物
権
的
請
求
ヲ
為
ス
権

利
ナ
シ
ト
抗
争
ス
レ
ト
モ
、
遺
贈
ハ
特
定
遺
贈
ト
難
モ
物
権
的
効
力
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ヘ
ク
、
遺
言
執
行
者
ア
ル
場

合
二
於
テ
相
続
人
ハ
相
続
財
産
ノ
処
分
其
他
遺
言
執
行
ヲ
妨
ク
ヘ
キ
行
為
ヲ
為
シ
得
ナ
ル
コ
ト
前
釈
ノ
如
ク
、
遺
言
執
行
者
ハ
遺
言
ノ
執

行
二
必
要
ナ
ル
範
囲
二
会
テ
ハ
裁
判
上
タ
ル
ト
裁
判
外
タ
ル
ト
ヲ
間
ハ
ス
一
切
ノ
行
為
ヲ
為
ス
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
民
法
第
一
二

四
条
（
現
一
〇
一
二
条
）
二
規
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
傷
想
贈
ノ
目
的
二
付
キ
本
件
ノ
如
キ
処
分
ヲ
付
シ
タ
ル
場
合
二
二
テ
、
之
二
対
シ

物
権
的
請
求
ヲ
為
ス
モ
亦
遺
言
ノ
執
行
二
必
要
ナ
ル
行
為
タ
ル
や
勿
論
ナ
ル
ヲ
以
テ
本
抗
弁
モ
之
ノ
理
由
ナ
シ
、
然
レ
ト
モ
登
記
抹
消
ノ

場
合
二
於
テ
登
記
義
務
者
ノ
地
位
二
立
ツ
モ
ノ
ハ
抹
消
セ
ン
ト
ス
ル
登
記
ノ
登
記
権
利
者
タ
リ
シ
者
二
限
り
其
登
記
義
務
者
タ
リ
シ
者
二

非
ラ
サ
ル
コ
ト
敢
テ
証
明
ヲ
要
セ
サ
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
ヘ
シ
、
果
シ
テ
然
う
バ
X
ノ
本
訴
請
求
中
Y
二
対
ス
ル
本
件
抵
当
権
設
定
登
記
及
売
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買
ニ
ョ
ル
所
有
権
移
転
登
記
ノ
抹
消
登
記
手
続
ヲ
駆
上
ル
部
分
ハ
失
当
ト
シ
テ
之
ヲ
棄
却
ス
ヘ
キ
モ
其
ノ
余
ハ
之
ヲ
正
当
ト
シ
テ
認
容
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」

　
こ
の
判
旨
は
、
同
　
遺
贈
は
特
定
遺
贈
と
い
え
ど
も
物
権
的
効
力
を
も
つ
、
飼
　
遺
言
執
行
者
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
人
は
相
続
財
産

の
処
分
権
を
喪
失
す
る
、
回
　
遺
言
執
行
者
は
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
範
囲
で
職
権
的
当
事
者
と
な
り
う
る
、
同
　
相
続
人
が
遺
贈
目
的

に
つ
き
処
分
を
し
た
と
き
に
は
、
　
遺
言
執
行
者
は
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
る
行
為
と
し
て
物
権
的
請
求
を
な
し
う
る
、
と
す
る
。
　
し
か

し
、
こ
の
判
決
で
は
、
遺
言
執
行
者
は
物
権
的
請
求
権
を
行
使
し
う
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
　
む
し

ろ
、
趣
旨
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
受
遺
者
に
特
定
遺
贈
が
物
権
的
に
帰
属
す
る
と
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
遺
言
執
行
者
は
受
遺
者
を

代
行
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第三者による遺産の管理（有地）

個
　
遺
産
執
行
者
か
ら
相
続
入
に
対
し
遺
贈
の
目
的
た
る
家
屋
に
関
す
る
明
け
渡
し
請
求

〔
＝
一
〕
東
京
地
判
昭
四
二
・
九
・
一
六
判
タ
一
＝
五
号
＝
ハ
五
頁

　
A
は
本
件
家
屋
と
そ
の
敷
地
の
借
地
権
を
他
に
売
却
し
、
そ
の
売
却
代
金
を
も
っ
て
Y
ほ
か
四
名
の
相
続
人
間
に
お
い
て
法
定
相
続
分

に
応
じ
て
相
続
す
る
旨
と
遺
言
執
行
者
と
し
て
X
を
指
定
す
る
旨
の
自
筆
証
書
遺
言
を
作
成
し
、
　
三
女
B
が
保
管
し
て
い
た
。
　
A
の
死

後
、
X
が
遺
言
を
執
行
す
る
に
際
し
、
本
件
家
屋
に
居
住
す
る
Y
に
対
し
明
げ
渡
し
を
請
求
し
た
。
Y
は
本
件
家
屋
に
は
そ
の
妻
子
と
と

も
に
、
A
の
遺
言
書
作
成
以
前
よ
り
A
と
同
居
し
て
い
る
と
し
て
、
本
件
家
屋
に
っ
き
居
住
を
目
的
と
す
る
使
用
貸
借
上
の
権
利
を
主
張
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論説

し
た
。

　
「
Y
の
本
件
家
屋
の
居
住
関
係
は
A
夫
婦
と
の
同
居
関
係
が
あ
ウ
た
と
は
い
え
単
そ
れ
は
長
男
だ
る
の
立
場
よ
り
、
他
の
子
女
と
異
り
、

親
と
居
を
と
も
に
し
て
き
た
に
止
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
実
質
は
右
B
ら
と
同
じ
居
住
を
目
的
と
す
る
使
用
貸
借
の
範
疇
に
属
す
る

も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
Y
は
既
得
権
と
し
て
本
件
家
屋
に
つ
き
使
用
貸
借
上
の
権
利
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
承
諾
の
な
い
限
り
、
遺
言
に
よ
っ
て
も
こ
の
既
得
権
を
故
な
く
侵
害
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
X
の

い
う
よ
う
に
、
Y
居
住
の
ま
ま
で
は
本
件
家
屋
を
他
に
高
価
に
売
却
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
従
っ
て
、
か
く
て
は
相
続
人
ら
に
対
す

る
配
分
額
も
寡
少
と
な
る
こ
と
を
免
れ
な
い
が
、
さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
の
み
で
、
遺
言
執
行
者
た
る
X
が
本
件
遺
言
の

執
行
に
あ
た
り
、
そ
の
既
得
権
た
る
使
用
貸
借
権
を
無
視
し
て
、
Y
に
対
し
て
本
件
家
屋
の
明
渡
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
も
っ

と
も
、
そ
の
本
件
家
屋
の
占
有
使
用
関
係
が
使
用
貸
借
関
係
に
止
ま
り
、
し
か
も
期
間
の
定
め
の
な
い
限
り
、
遺
言
執
行
者
た
る
X
に
お

い
て
、
そ
の
管
理
処
分
権
に
基
づ
き
、
Y
に
対
し
右
使
用
貸
借
の
解
約
告
知
を
な
し
う
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
本

件
の
場
合
X
は
Y
に
対
し
右
使
用
貸
借
の
解
約
告
知
を
し
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
仮
に
解
約
告
知
を
す
る
と
し
て
も
、
前
記
B
ら
と
の

均
衡
上
、
Y
の
本
件
家
屋
使
用
借
権
は
な
お
相
当
期
間
存
続
を
許
さ
る
べ
き
性
質
の
も
の
と
解
す
る
の
を
至
当
と
す
る
か
ら
、
い
ず
れ
に

し
て
も
X
の
Y
に
対
す
る
本
件
家
屋
の
明
渡
請
求
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
帰
す
る
。
」
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相
続
入
の
居
住
す
る
家
屋
と
そ
の
借
地
権
を
売
却
し
、
売
却
代
金
を
相
続
入
間
に
法
定
相
続
分
に
応
じ
て
分
配
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ

た
遺
言
執
行
者
が
、
そ
の
相
続
人
に
対
し
遺
言
執
行
の
た
め
の
家
屋
の
明
け
渡
し
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
が
、
〔
＝
一
〕
は
、
当
該
相
続

入
が
既
得
権
と
し
て
家
屋
使
用
貸
借
上
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
、
家
屋
の
明
け
渡
し
請
求
を
認
め
な
い
。
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、

相
続
人
の
居
住
権
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
遺
言
執
行
者
の
権
限
と
相
続
人
の
権
限
の
分
配
に
関
す
る
か



ぎ
り
、
遺
言
執
行
者
が
そ
の
管
理
処
分
権
に
基
づ
い
て
遺
贈
の
目
的
た
る
家
屋
に
麗
す
る
使
用
貸
借
契
約
の
解
約
告
知
す
る
権
限
を
有
す

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
遺
言
執
行
者
が
相
続
財
産
を
換
価
処
分
す
る
権
限
を
も
つ
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
点
で
あ
る
。

口
　
相
続
人
か
ら
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
場
合

㈲
　
遺
言
の
無
効
確
認
の
訴

第三者による遺産の管理（有地）

〔
＝
二
〕
横
浜
地
判
明
四
〇
年
㈲
二
九
一
号
裁
判
年
月
日
不
明
新
聞
四
九
〇
号
六
頁

　
A
の
叔
父
で
、
戸
主
の
X
が
尊
属
も
卑
属
も
な
い
A
の
遺
産
相
続
人
と
し
て
A
所
有
の
本
件
不
動
産
を
相
続
し
、
そ
の
移
転
登
記
を
す

ま
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ぬ
が
本
件
不
動
産
は
自
分
に
遺
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
A
の
自
筆
遺
言
書
を
示
し
、
そ
の
検
認
を
う
け

て
、
艶
を
遺
言
執
行
者
と
し
て
X
の
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
て
別
訴
を
提
起
し
、
目
下
係
属
中
で
あ
る
。
X
は
㌔
㌦
に
対
し
、

そ
の
提
示
に
か
か
る
遺
言
書
は
方
式
を
欠
き
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
無
効
確
認
を
請
求
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
h
㌔
は
、
ぬ
は
遺

言
執
行
者
に
す
ぎ
ず
、
本
件
遺
言
に
な
ん
ら
の
利
益
を
も
つ
も
の
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巧
を
被
告
に
加
え
て
訴
え
た
の
は
違
法
と

す
る
抗
弁
を
し
た
。

　
「
㌔
ハ
本
件
遺
言
二
依
り
実
体
法
上
権
利
ヲ
得
、
義
務
ヲ
免
レ
ル
等
直
接
ノ
関
係
ナ
シ
ト
錐
モ
、
右
遺
言
ノ
執
行
者
ナ
レ
ハ
、
之
ヲ
執

行
ス
ル
ユ
付
、
法
定
ノ
権
限
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
同
人
二
対
シ
遺
言
ノ
無
効
ナ
ル
コ
ト
ヲ
裁
判
上
確
定
セ
シ
ム
ル
ハ
甚
大
ノ
利
益

ア
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ヘ
ク
、
且
ツ
同
人
ヲ
共
同
訴
訟
ト
シ
タ
本
訴
ハ
民
事
訴
訟
法
第
四
八
条
ノ
規
定
二
違
背
ス
ル
処
ナ
キ
カ
故
二
三
レ
ノ
点
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論説

ヨ
リ
ス
ル
モ
不
当
二
非
ス
」

〔
＝
二
〕
は
相
続
人
が
遺
言
の
無
効
確
認
を
求
め
て
、
受
遺
者
と
遺
言
執
行
者
を
共
同
被
告
と
し
て
訴
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前

者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ケ
ー
ス
〔
八
〕
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
相
続
人
が
受
遺
者
に
対
し
て
遺
言
の
無
効
確
認
を
求
め
る
利
益
を
も
つ
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
問
題
は
後
者
で
あ
る
。
　
〔
＝
二
〕
は
遺
言
執
行
者
の
権
限
に
つ
い
て
、
同
　
遺
言
に
よ
っ
て
実
体
法
上
の
権
利

を
得
た
り
、
義
務
を
免
れ
た
り
す
る
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
る
、
飼
　
と
は
い
え
、
執
行
す
る
に
つ
き
法
定
の
権
限
を
も
つ
、
回
　
遺
言

の
無
効
の
裁
判
上
の
確
定
に
つ
き
利
益
が
あ
る
、
と
し
て
、
遺
言
執
行
者
は
被
告
適
格
を
も
つ
と
す
る
。
こ
の
判
旨
で
は
、
遺
言
執
行
者

に
遺
贈
の
目
的
物
件
の
所
有
権
が
移
転
す
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
な
が
ら
、
遺
言
執
行
者
は
そ
の
執
行
職
務
の
法
定
権
限
と
し
て
無
効

確
認
の
利
益
を
も
つ
か
ら
、
当
事
者
適
格
を
有
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔一

l
〕
も
同
様
に
、
相
続
人
が
遺
言
執
行
者
に
対
し
相
続
財
産
に
関
す
る
争
い
あ
る
法
律
関
係
の
確
定
を
訴
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

遺
言
執
行
者
の
抗
弁
に
か
か
わ
ら
ず
、
判
旨
は
遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
を
認
め
る
。

35（4080） 464

〔
一
四
〕
東
京
地
判
大
三
・
三
・
六
新
聞
九
五
〇
号
二
三
頁

　
X
は
亡
A
の
家
督
相
続
入
で
、
Y
は
遺
言
執
行
者
。

　
「
X
ノ
為
ス
本
訴
請
求
ハ
亡
A
ノ
受
遺
者
二
対
ス
ル
各
遺
贈
分
配
ノ
額
南
海
ハ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
各
受
遺
者
二
対
シ
テ
為
ス
ハ
格
別
X

ノ
法
定
代
理
人
タ
ル
遺
言
執
行
者
二
対
シ
訴
求
シ
得
可
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
旨
ノ
Y
等
ノ
抗
弁
日
付
キ
接
ス
ル
ニ
、
民
法
第
一
＝
七
条

（
現
一
〇
一
五
条
）
ハ
遺
言
執
行
者
ハ
之
ヲ
相
続
人
ノ
代
理
人
ト
看
倣
ス
ト
規
定
シ
、
遺
言
執
行
者
ハ
相
続
財
産
二
関
シ
恰
モ
常
二
相
続

人
ノ
代
理
人
タ
ル
カ
如
シ
ト
難
モ
、
同
法
第
一
一
一
四
条
（
現
一
〇
＝
二
条
）
ニ
ヨ
レ
ハ
、
遺
言
執
行
者
ハ
相
続
財
産
ノ
管
理
其
他
遺
言



第三者による遺産の管理（有地）

ノ
執
行
二
必
要
ナ
ル
一
切
ノ
行
為
ヲ
為
ス
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ル
旨
規
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
レ
ハ
、
相
続
財
産
ノ
管
理
又
ハ
遺
言
ノ
執
行
二
必

要
ナ
ル
行
為
ノ
妨
害
罪
ル
ヘ
キ
作
為
又
ハ
不
作
為
ア
ル
ト
キ
ハ
、
遺
言
執
行
者
ハ
相
続
人
二
対
シ
テ
モ
添
筆
之
力
排
除
ヲ
請
求
シ
得
ヘ
キ

ハ
勿
論
、
必
要
ナ
ル
場
合
二
陣
テ
ハ
訴
訟
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
強
制
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可
ク
、
此
ト
同
時
二
遺
言
執
行
者
ノ
訴
求
力
相
続
財
産
二

関
ス
ル
不
当
ノ
主
張
其
他
処
分
導
出
基
因
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
、
相
続
入
ハ
之
レ
ニ
対
シ
異
議
ヲ
述
ヘ
テ
以
テ
遺
事
執
行
者
ノ
不
当
ノ
訴
求
ヲ

排
斥
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
洵
二
明
瞭
ナ
リ
、
果
シ
テ
然
う
バ
前
示
ノ
如
ク
法
律
ノ
規
定
ニ
ヨ
リ
相
続
財
産
ノ
管
理
其
他
遺
言
ノ
執
行
二

必
要
ナ
ル
一
切
ノ
行
為
ヲ
為
ス
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ル
カ
如
キ
特
別
ノ
地
位
ニ
ア
ル
遺
言
執
行
者
二
対
シ
其
遺
言
ノ
執
行
心
付
重
大
ナ
ル
利

害
関
係
ヲ
有
ス
ル
相
続
人
ハ
若
シ
相
続
財
産
二
関
シ
争
ノ
存
ス
ル
ア
ラ
ン
カ
、
遺
言
執
行
者
ノ
訴
求
ヲ
侯
タ
ス
自
ラ
進
ン
テ
遺
言
執
行
者

ノ
不
当
ノ
主
張
ニ
ヨ
ル
不
正
ノ
管
理
其
他
処
分
等
ヲ
予
メ
防
止
セ
ン
カ
為
メ
相
続
財
産
二
関
ス
ル
争
ア
ル
法
律
関
係
ノ
確
定
ヲ
訴
求
シ
得

ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
為
ス
ハ
蓋
シ
当
然
ノ
筋
合
ニ
シ
テ
、
又
如
斯
掛
鯛
法
力
遺
言
執
行
者
ナ
ル
制
度
ヲ
設
ケ
正
当
二
遺
言
執
行
ノ
行
ハ
ル
可

キ
ヲ
期
待
ス
ル
ノ
趣
旨
二
一
致
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
レ
ハ
、
相
続
人
ト
遺
言
執
行
者
ト
ノ
無
二
於
ケ
ル
以
上
ノ
如
キ
場
合
ヲ
民
法
第
一
一
，
七
条

（
現
一
〇
一
五
条
）
ハ
除
外
ス
ル
モ
ノ
ト
為
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
然
ル
以
上
外
野
抗
弁
ノ
採
用
ス
ル
ニ
足
ラ
ナ
ル
コ
ト
自
ラ
明
ナ
リ
」
、

〔
一
四
〕
の
判
旨
は
、
㈲
　
遺
言
執
行
者
は
相
続
財
産
の
管
理
そ
の
他
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
る
一
切
の
行
為
を
な
す
権
利
義
務
を
有
す

る
か
ら
、
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
行
為
の
妨
害
が
あ
る
と
き
に
は
、
裁
判
上
、
裁
判
外
を
と
わ
ず
、
そ
の
排
除
を
請
求
で
き
る
、
㈲
　
相

続
人
が
妨
害
を
し
た
場
合
で
も
例
外
で
は
な
い
、
回
　
相
続
人
は
遺
言
執
行
者
の
不
当
な
請
求
に
対
し
て
は
異
議
を
述
べ
て
こ
れ
を
排
斥

し
う
る
、
㈱
　
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
相
続
人
は
遺
言
執
行
者
の
請
求
が
な
く
て
も
、
遺
言
執
行
者
の
不
当
な
主
張
に
よ
る
不
正
の
管
理
、

そ
の
他
の
処
分
を
予
め
防
止
す
る
た
あ
に
相
続
財
産
に
関
す
る
争
い
あ
る
法
律
関
係
の
確
定
を
請
求
し
う
る
、
と
す
る
。

〔一

ﾜ
〕
は
遺
言
執
行
者
の
な
す
べ
き
遺
贈
処
分
に
関
し
て
争
い
が
生
じ
、
相
続
人
が
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
そ
の
法
律
関
係
の
確
定
を
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論説

請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔一

ﾜ
〕
東
京
控
判
大
三
。
一
一
・
五
新
聞
九
九
八
号
一
＝
頁

　
A
は
訴
外
子
B
、
C
、
D
、
E
四
名
に
対
し
、
一
定
金
額
の
遺
贈
を
な
す
旨
の
遺
言
を
し
て
死
亡
し
た
。
遺
言
執
行
者
Y
が
、
家
督
相

続
人
で
あ
り
、
遺
産
相
続
入
で
あ
っ
た
X
の
相
続
し
た
財
産
に
対
し
て
遺
贈
処
分
を
し
ょ
う
と
し
た
が
、
遺
贈
分
配
額
に
関
し
て
、
X
Y
昨

間
に
争
い
が
生
じ
、
X
は
遺
言
の
趣
旨
を
確
定
し
、
右
遺
贈
金
額
を
決
定
す
る
た
め
、
Y
に
対
し
本
訴
を
提
起
し
た
事
案
で
あ
る
。

　
「
本
訴
は
訴
外
人
た
る
B
外
三
々
の
受
遺
者
に
対
す
る
各
遺
贈
分
配
額
の
確
定
に
関
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
各
受
遺
者
に
対
し
て
之

れ
を
提
起
す
べ
く
、
X
の
法
定
代
理
人
た
る
遺
言
執
行
者
を
相
手
方
と
し
て
提
起
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
の
Y
等
の
抗
弁
に
付
き
案
ず

る
に
、
本
訴
は
Y
等
が
亡
A
の
遺
言
執
行
者
と
し
て
X
の
相
続
財
産
中
よ
り
受
遺
者
B
外
三
密
に
対
し
X
主
張
の
如
き
割
合
の
遺
贈
処
分

を
為
す
べ
き
も
の
な
る
こ
と
の
法
律
関
係
の
確
定
を
求
む
る
に
在
る
が
故
に
、
固
よ
り
各
受
遺
者
に
対
し
其
権
利
を
争
う
も
の
に
あ
ら
ざ

る
が
故
に
、
本
訴
は
勿
論
各
受
遺
者
に
対
し
提
起
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
而
し
て
遺
言
執
行
者
の
為
す
べ
き
遺
贈
処
分
に
関
し
争
あ
る

場
合
に
於
て
、
相
続
人
が
遺
言
執
行
者
に
対
し
訴
を
以
て
其
法
律
関
係
の
確
定
を
求
め
得
6
こ
と
後
段
説
明
の
如
く
な
る
を
以
て
本
抗
弁

は
離
れ
を
採
ら
ず
、
而
し
て
遺
言
執
行
者
が
相
続
入
の
代
理
人
と
し
て
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
る
一
切
の
行
為
を
為
す
の
権
利
を
有
す
る

は
法
の
規
定
に
徹
し
明
か
な
る
が
故
に
、
其
執
行
す
べ
き
遺
言
の
趣
旨
に
付
き
疑
義
の
生
じ
た
る
場
合
に
干
て
は
、
遺
言
執
行
者
は
其
疑

義
を
確
定
し
著
れ
が
正
当
な
る
執
行
を
為
す
の
権
利
を
有
す
る
と
同
時
に
、
亦
其
義
務
を
負
ふ
も
の
と
認
む
べ
く
其
正
当
な
る
執
行
を
為

す
の
義
務
は
代
理
関
係
の
下
に
立
つ
も
の
と
看
徹
さ
れ
た
る
相
続
人
に
対
し
負
担
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
を
以
て
、
相
続
入
と
遺
言
執
行

者
と
の
聞
に
本
件
の
如
く
遺
言
の
趣
旨
に
付
き
争
を
生
じ
た
る
場
合
に
重
て
は
、
相
続
人
が
遺
言
執
行
者
に
対
し
其
疑
義
の
確
定
を
訴
求

し
得
べ
き
は
勿
論
な
り
と
云
ふ
べ
し
、
蓋
し
遺
言
執
行
上
の
争
に
関
す
る
訴
と
し
て
争
あ
る
法
律
関
係
の
確
定
を
求
む
る
訴
訟
に
外
な
ら

35　（4　●82） 466；



ざ
る
も
の
と
認
む
ぺ
け
れ
ば
な
り
瓢
従
っ
て
本
訴
は
法
律
上
足
よ
り
許
容
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
な
り
と
謂
ふ
べ
く
其
当
然
の
結
果
に
し
で
遺

9
言
の
疑
義
に
関
す
る
解
釈
は
独
り
遺
言
執
行
者
の
意
見
に
従
ふ
べ
く
判
決
も
尚
ほ
之
を
拘
束
左
右
す
る
こ
と
を
得
ず
と
の
Y
等
の
抗
弁
は

全
く
発
憤
な
き
も
の
と
認
む
、
遺
言
執
行
者
の
行
為
が
不
当
若
く
は
不
法
な
る
場
合
に
絶
て
は
、
ロ
バ
遺
言
執
行
者
の
解
任
を
請
求
す
る
一

方
法
あ
る
の
み
、
現
に
遺
言
に
関
す
る
Y
等
の
解
釈
が
不
当
な
り
と
せ
ば
右
解
任
の
方
法
に
出
つ
る
の
外
辱
な
し
と
の
X
等
の
抗
弁
に
付

き
考
ふ
る
に
、
遺
言
執
行
者
の
解
任
を
請
求
し
得
る
こ
と
低
民
法
第
一
＝
二
条
（
現
一
〇
一
九
条
）
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
相
続
人

と
遺
言
執
行
者
間
に
遺
言
の
趣
旨
に
付
き
解
釈
を
異
に
す
る
の
事
実
が
同
条
の
解
任
を
請
求
し
得
る
べ
き
場
合
に
該
当
す
と
せ
ば
、
X
は

Y
等
の
解
任
を
請
求
し
得
る
こ
と
勿
論
な
り
と
難
も
、
其
れ
を
解
任
す
る
こ
と
な
く
疑
義
あ
る
遺
言
の
趣
旨
を
確
定
し
遺
言
執
行
者
を
し

て
其
執
行
に
賛
し
む
る
こ
と
を
妨
げ
ざ
る
こ
と
同
条
の
蟹
田
に
徹
し
明
か
な
る
を
以
て
本
抗
弁
も
塗
下
れ
を
採
用
せ
ず
」

第三者による遺産の管理（有地）

〔一

ﾜ
〕
の
聖
旨
は
、
㈲
　
遺
言
執
行
者
は
相
続
人
の
代
理
入
と
し
て
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
る
一
切
の
行
為
を
な
す
権
利
を
有
す
る
、

㈲
．
遺
言
執
行
者
の
正
当
な
る
執
行
を
な
す
義
務
は
代
理
関
係
の
下
に
た
つ
と
み
な
さ
れ
る
相
続
人
に
た
い
し
て
負
担
す
る
、
回
　
相
続

人
と
遺
言
執
行
者
と
の
間
に
遺
言
の
趣
旨
に
つ
き
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
相
続
人
は
遺
言
執
行
者
に
対
し
そ
の
疑
義
の
確
定
を
請
求

し
う
る
、
㈲
　
相
続
人
と
遺
言
執
行
者
と
の
間
に
遺
言
の
趣
旨
に
つ
き
解
釈
を
異
に
す
る
事
実
が
遺
言
執
行
者
の
解
任
を
請
求
で
き
る
場

合
に
該
当
す
る
な
ら
ば
、
相
続
人
は
遺
言
執
行
者
を
解
任
し
て
も
よ
い
が
、
解
任
せ
ず
に
疑
義
あ
る
遺
言
の
趣
旨
を
確
定
し
、
遺
言
執
行

者
を
し
て
そ
の
執
行
に
当
ら
せ
る
こ
と
も
自
由
で
あ
る
、
と
す
る
。
’

〔　

齊
l
〕
は
相
続
人
と
遺
言
執
行
者
と
の
代
理
関
係
を
捨
象
し
て
も
っ
ぱ
ら
、
遺
言
執
行
者
は
執
行
に
必
要
な
行
為
に
対
す
る
相
続
入
に

よ
る
妨
害
を
排
除
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
の
反
面
と
し
て
、
相
続
人
が
不
当
な
執
行
に
異
議
を
述
べ
る
権
利
を
も
つ
と
し
て
遺
言
執
行
者

の
．
被
告
適
格
を
論
理
づ
け
る
の
に
た
い
し
て
、
　
〔
一
五
〕
は
両
者
の
代
理
関
係
に
注
目
し
、
遺
言
執
行
者
は
正
当
な
執
行
を
な
す
義
務
を
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論説

相
続
入
に
た
い
し
て
負
う
か
ら
、
相
続
入
は
疑
義
あ
る
遺
言
の
趣
旨
を
確
定
す
る
た
め
に
、
遺
言
執
行
者
を
訴
求
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
、
遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
は
、
必
ず
し
も
遺
言
執
行
者
は
相
続
人
の
代
理
人
と
す
る
構
成
（
一
〇

一
五
条
）
に
依
拠
す
る
必
要
は
な
く
〔
一
四
〕
の
ご
と
き
構
成
を
も
と
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
の
〔
＝
ハ
〕
の
最
高
裁
判
決
は
、
共
同
相
続
人
が
遺
言
の
無
効
を
主
張
し
、
遺
言
執
行
者
を
相
手
に
し
て
相
続
財
産
に
つ
き
共
有

持
分
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
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〔
＝
ハ
〕
最
判
昭
三
一
・
九
・
一
八
民
集
一
〇
巻
九
号
一
一
六
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
A
は
妻
B
と
の
間
に
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
一
五
年
公
正
証
書
で
B
を
家
督
相
続
人
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
X
ら
弟
妹
に
所
有

不
動
産
の
一
部
（
合
計
五
分
の
一
）
を
遺
贈
す
る
旨
の
遺
言
書
を
作
成
し
た
が
、
昭
和
一
六
年
遺
言
取
消
公
正
証
書
に
よ
り
瓦
ら
へ
の
右
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
り
り

贈
を
取
消
し
た
。
A
は
昭
和
二
五
年
死
亡
し
た
が
、
そ
の
妻
B
が
亡
夫
の
全
遺
産
を
単
独
相
続
し
た
の
で
、
弟
妹
X
i
X
五
器
（
弟
妹
は

六
名
だ
が
一
回
不
参
加
）
は
遺
言
の
無
効
を
主
張
し
、
A
の
遺
産
中
B
の
相
続
分
（
三
分
の
二
）
を
除
い
た
部
分
に
つ
き
、
共
有
持
分
権
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
⊥
1
8
の
相
続
権
が
あ
る
と
し
て
、
共
有
持
分
確
認
の
訴
を
提
起
し
た
。
な
お
、
本
訴
訟
で
、
被
告
は
当
初
B
で
あ
っ
た
が
、

遺
言
執
行
者
Y
が
選
任
さ
れ
、
B
の
訴
訟
代
理
入
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
Y
に
な
り
、
B
は
訴
外
者
と
な
っ
た
。

　
第
一
審
（
仙
台
地
苔
寺
二
八
・
七
・
二
七
下
級
民
宿
四
巻
七
号
一
〇
三
五
頁
）
、
第
二
審
と
も
に
、
涛
ら
が
勝
訴
。
Y
か
ら
上
告
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

そ
の
理
由
は
、
原
審
判
決
の
よ
う
に
遺
言
が
無
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
執
行
す
べ
き
内
容
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
、
X
ら
は

自
己
の
相
続
権
を
主
張
し
て
、
そ
の
相
続
分
の
確
定
を
求
め
て
い
て
、
遺
言
の
執
行
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て

も
遺
言
執
行
者
を
被
告
と
す
る
の
は
不
適
法
、
不
法
で
あ
る
、
と
す
る
。

　
「
遺
言
に
つ
告
遺
言
執
行
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
遺
言
に
瀾
係
あ
る
財
産
に
つ
い
て
は
相
続
入
は
処
分
の
権
能
を
失
い
（
民
法
一
C
一



三
条
）
噛
独
り
遺
言
執
行
者
の
み
が
遺
言
に
必
要
な
一
切
の
行
為
を
す
る
権
利
義
務
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
（
同
一
〇
一
二
条
）
、
遺
言

執
行
者
は
そ
の
資
格
に
お
い
て
自
己
の
名
を
以
て
他
人
の
た
め
訴
訟
の
当
事
者
と
な
り
う
る
も
の
と
、
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
に

お
い
て
、
瓦
等
は
本
件
不
動
産
は
亡
A
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
死
亡
に
よ
り
共
有
持
分
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
主
張
し
、
遺
言
執
行

者
た
る
Y
に
そ
の
確
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Y
は
右
不
動
産
は
遺
言
に
よ
り
す
べ
て
訴
外
B
の
所
有
に
帰
し
た
と
主
張
し
て

恥
等
の
権
利
を
争
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
件
が
涛
等
の
勝
訴
に
確
定
す
れ
ば
、
所
論
の
如
く
遺
言
は
執
行
す
べ
き
内
容
を
有
せ
ず
、

遺
言
執
行
者
は
そ
の
要
な
き
に
帰
す
る
け
れ
ど
も
、
若
し
敗
訴
す
れ
ば
、
本
件
不
動
産
は
す
べ
て
遺
言
に
よ
り
B
に
帰
属
し
た
も
の
と
し

て
執
行
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
か
か
る
場
合
に
お
い
て
は
、
現
等
は
遺
言
執
行
者
た
る
Y
に
対
し
本
件
不
動
産
に
つ
い
て
共
有
持
分
権

の
確
認
を
求
め
る
利
益
が
あ
り
、
そ
の
効
果
は
B
に
及
ぶ
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

第三者による遺産の管理（有地）

〔
＝
ハ
〕
の
判
旨
の
前
段
に
は
問
題
は
な
い
。
遺
言
に
つ
き
遺
言
執
行
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
入
は
相
続
財
産
の
処
分
権
を
失
い
、
遺
言

執
行
者
の
み
が
相
続
財
産
の
管
理
そ
の
他
遺
言
に
必
要
な
一
切
の
行
為
を
す
る
権
利
を
も
つ
の
で
、
こ
の
か
ぎ
り
で
遺
言
執
行
者
は
遺
言

な
ら
び
に
そ
の
関
連
す
る
事
項
に
つ
き
訴
訟
当
事
者
た
る
資
格
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
後
段
は
、
相
続
人
斑
ら
が
相
続
財
産
に

つ
き
共
有
持
分
を
も
つ
こ
と
の
確
認
を
請
求
す
る
相
手
方
は
遺
言
執
行
者
で
あ
る
か
い
な
か
に
関
し
て
判
示
し
て
お
り
、
そ
の
判
旨
は
遺

言
執
行
者
を
相
手
方
と
す
る
に
つ
き
、
込
ら
は
確
認
の
利
益
を
も
つ
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
遺
言
が
無
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
遺
言
は
執

行
す
べ
き
内
容
を
も
た
ず
、
遺
言
執
行
者
は
必
要
で
は
な
い
が
、
有
効
で
あ
れ
ば
、
本
件
不
動
産
全
部
は
受
遺
者
B
に
帰
属
し
た
も
の
と

し
て
執
行
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
点
を
挙
げ
る
。
確
認
の
訴
で
は
、
即
時
確
定
の
利
益
と
当
事
者
適
格
が
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、

原
告
が
そ
の
者
に
対
し
訴
を
提
起
す
る
に
つ
き
即
時
難
の
利
益
を
も
つ
者
が
被
告
と
し
て
の
適
格
を
有
す
る
と
解
す
る
か
ぎ
り
（
に
礁

郵
蕪
輩
議
酪
蕪
）
、
判
、
日
は
正
当
と
し
な
け
れ
ば
な
・
り
な
い
．
傍
論
と
し
て
、
判
、
日
は
本
件
判
決
の
効
果
は
B
に
も
及
ぶ
と
す
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る
が
、
本
件
の
ご
と
く
遺
言
の
執
行
に
関
七
な
い
訴
訟
に
あ
っ
て
は
、
民
法
一
〇
一
五
条
、
民
訴
法
二
〇
一
条
二
項
に
よ
る
べ
き
で
は
な

翻
最
判
力
は
B
に
は
及
ぶ
と
は
い
え
な
い
と
の
疑
問
が
呈
蓑
て
い
る
（
鈎
灘
講
塒
報
Y

35　（4　●86）　470

㈲
　
遺
留
分
権
利
者
の
包
括
遺
贈
減
殺
の
意
思
表
示

〔
一
七
〕
大
判
昭
和
一
三
。
一
、
一
・
二
六
民
集
一
七
巻
三
号
二
七
五
頁

　
A
の
法
定
推
定
家
督
相
続
入
で
あ
っ
た
隔
は
身
持
が
悪
か
っ
た
の
で
、
A
は
三
女
B
に
遺
産
を
全
部
相
続
さ
せ
る
旨
の
自
筆
証
書
に
よ

る
遺
言
を
し
た
。
そ
の
後
、
A
が
死
亡
し
、
臨
が
家
督
相
続
を
し
た
が
、
本
件
不
動
産
に
つ
き
相
続
に
よ
る
移
転
登
記
を
な
し
て
、
㌔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ユ
　
　

売
却
し
、
所
有
権
移
転
登
記
を
し
た
。
そ
の
後
に
、
遺
言
書
の
検
認
が
な
さ
れ
、
遺
言
執
行
者
X
が
選
任
さ
れ
た
。
X
は
Y
Y
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　

本
件
不
動
産
は
A
の
包
括
遺
贈
に
よ
り
B
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
A
よ
り
Y
Y
へ
の
所
有
権
移
転
な
ら
び
に
所
有
権
取

得
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　

　
第
一
審
X
敗
訴
。
第
二
審
で
、
X
は
遺
言
の
正
式
に
成
立
し
た
こ
と
を
主
張
し
、
Y
Y
は
遺
言
の
偽
造
を
主
張
し
、
ま
た
、
訴
訟
中
X

に
対
し
遺
贈
減
殺
請
求
の
意
思
表
示
を
な
し
、
遺
留
分
た
る
二
分
の
一
だ
け
は
墳
、
し
た
が
っ
て
、
鞄
に
帰
属
す
る
か
ら
、
二
分
の
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
山
有
登
記
に
し
か
応
じ
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
第
二
審
は
X
の
一
部
勝
訴
の
判
決
を
し
、
Y
Y
の
予
備
的
申
立
の
み
を
認
容
し
、
二
分

の
一
の
共
有
関
係
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
登
記
手
続
を
な
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
　
X
は
上
告
。
　
そ
の
上
告
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
減
殺
請
求
の
意
思
表
示
は
受
遺
者
ま
た
は
そ
の
相
続
人
に
対
し
て
潜
れ
を
な
す
べ
き
で
あ
っ
て
遺
言
執
行
者
は
こ
れ
を
受
領
す
る
権

剥
を
有
し
菰
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。



　
「
然
レ
ド
モ
特
定
遺
贈
ノ
場
合
二
二
テ
ハ
遺
留
分
権
利
者
が
遺
贈
ノ
減
殺
請
求
ヲ
為
ス
日
日
受
遺
者
又
ハ
其
ノ
相
続
人
二
対
シ
テ
之
ヲ

為
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
遺
言
執
行
者
二
対
シ
テ
之
ヲ
為
ス
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
所
論
ノ
如
シ
ト
錐
モ
、
本
件
遺
贈
ハ
A
が
其
ノ
遺
産
全
部
ヲ
包

括
的
撃
高
ノ
三
女
B
二
遺
贈
シ
タ
ル
包
括
遺
贈
ナ
ル
コ
ト
原
審
ノ
確
定
ス
ル
所
ニ
シ
テ
包
括
受
遺
者
ハ
民
法
第
一
〇
九
二
条
（
現
九
九
〇

条
）
　
二
依
り
遺
産
相
続
人
ト
同
一
ノ
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
遺
言
執
行
者
が
包
括
受
遺
者
タ
ル
右
B
ノ
代
理
人
ト
看
倣
ナ
ル

ペ
キ
モ
ノ
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
然
う
バ
本
訴
二
於
テ
家
督
相
続
入
タ
ル
被
告
入
㌔
ガ
遺
留
分
権
利
者
ト
シ
テ
遺
言
執
行
者
タ
ル
X
二

対
シ
テ
為
シ
タ
ル
遺
贈
減
殺
請
求
ハ
正
当
ニ
シ
テ
之
ヲ
認
容
シ
タ
ル
原
判
決
二
所
論
ノ
如
キ
違
法
ア
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヲ
得
ズ
」

第三者による遺産の管理（有地）

〔
齢
七
〕
は
遺
贈
減
殺
の
意
思
表
示
の
相
手
方
は
原
則
と
し
て
受
贈
者
、
受
遺
者
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
包
括
遺
贈
の
場
合
に
は
遺
言
執

行
者
に
対
し
て
も
な
し
う
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
説
も
こ
の
結
論
に
は
賛
成
し
て
い
る
（
寒
々
下
働
覇
難
謹
書
輩
致

欝
舗
翻
諜
欝
）
。

9
た
だ
、
本
判
決
は
理
論
構
成
と
し
て
包
括
受
遺
者
の
地
位
の
二
面
性
に
注
目
し
、
包
括
受
遺
者
は
相
続
人
と
同
一
の
権
利
義
務
を
も
つ

ご
と
（
九
九
〇
条
）
と
遺
言
執
行
者
は
相
続
人
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
（
一
〇
一
五
条
）
の
二
つ
の
前
提
か
ら
、
遺
言
執
行
者
億
包
括
受

遺
者
の
代
理
人
と
な
り
う
る
と
結
論
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
包
括
受
遺
者
の
地
位
の
二
面
性
に
注
目
し
て
の
技
巧
的
な
解
釈
に
つ

い
て
は
、
は
や
く
か
ら
批
判
さ
れ
、
包
括
遺
贈
と
特
定
遺
贈
と
を
区
別
し
、
後
者
の
場
合
に
か
ぎ
っ
て
、
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
減
殺
請

求
の
意
思
表
示
を
無
効
に
す
る
の
は
不
均
衡
だ
と
さ
れ
（
鋸
醜
態
醤
綴
恥
禦
鯉
瑠
誰
払
奮
戦
項
↓
二
業
、
む
し
ろ
、
疑

遺
贈
、
包
括
遺
贈
を
と
わ
ず
、
遺
言
執
行
者
は
実
質
的
に
は
財
産
管
理
人
に
比
せ
ら
れ
る
べ
き
地
位
を
占
あ
る
か
ら
、
遺
贈
の
減
殺
の
よ

う
な
遺
産
の
管
理
に
関
係
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
そ
の
受
領
の
権
限
を
も
つ
と
異
れ
て
い
る
（
訓
言
判
興
奮
蟻
警
。

　
＝
つ
ぎ
の
“
〔
一
八
〕
判
決
は
、
遺
言
者
が
受
遺
者
と
遺
贈
額
の
決
定
を
第
三
者
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
遺
言
執
行
者
を
指
定
し
て
い
光

35（4・87＞471



　
　
の
で
あ
る
が
、
家
督
相
続
入
が
受
遺
者
と
遺
贈
額
の
決
定
を
委
託
さ
れ
た
第
三
者
と
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
本
件
遺
言
の
無
効
確
認
を
求
、

説　
　
め
た
も
の
で
あ
る
。
噛
〔
一
八
〕
で
は
、
遺
言
執
行
者
を
被
告
に
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
判
旨
は
遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
に
関
し
て

論　
　
は
問
題
に
せ
ず
、
当
然
に
当
事
者
適
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
立
論
し
て
い
る
。
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〔
一
八
〕
大
判
昭
和
一
四
・
一
〇
・
＝
二
民
集
一
八
巻
一
＝
二
七
頁

　
X
は
訴
外
A
と
そ
の
妻
B
と
が
無
子
で
あ
っ
た
た
め
、
A
B
と
養
子
縁
組
を
し
た
が
、
養
母
B
は
死
亡
し
、
養
父
A
も
病
気
に
な
り
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　

期
が
近
づ
い
た
の
で
、
公
正
証
書
遺
言
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
Y
Y
に
全
財
産
の
処
置
、
即
ち
遺
言
者
の
財
産
た
る
現
金
ほ
か
総
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　

を
当
時
の
相
当
代
金
を
も
っ
て
売
却
し
、
そ
の
売
却
代
金
総
額
の
中
か
ら
相
続
入
の
適
法
の
相
続
財
産
を
除
き
、
そ
の
他
は
Y
Y
に
お
い

て
相
当
と
認
め
る
方
法
で
遺
贈
分
配
、
そ
の
他
寄
附
行
為
等
一
切
の
処
分
を
す
る
こ
と
を
委
任
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
遺
言

　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
者
と
し
て
Y
Y
を
指
定
し
て
い
た
。
X
は
、
本
件
遺
言
は
遺
贈
す
べ
き
財
産
の
範
囲
を
確
定
し
た
に
と
ど
ま
り
、
受
遺
者
の
選
定
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
び
に
こ
れ
に
た
い
す
る
遺
贈
額
の
割
当
は
す
べ
て
第
三
者
た
る
Y
Y
の
裁
定
に
一
任
し
た
も
の
で
、
か
か
る
遺
言
は
無
効
と
主
張
し
て

ユ
　
　
　
　

Y
l
Y
に
訴
を
提
起
し
た
。

　
第
一
審
X
敗
訴
。
第
二
審
は
、
本
件
の
よ
う
な
遺
言
を
有
効
と
す
る
こ
と
は
、
遺
言
者
の
意
思
表
示
が
独
立
し
て
法
律
上
の
効
果
を
生

ず
る
こ
と
を
要
す
る
遺
言
の
本
質
に
背
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
受
託
者
の
意
思
に
よ
る
補
充
を
認
め
る
点
で
実
質
上
遺
言
の
代
理
を
是
認

す
る
に
ひ
と
し
く
、
代
理
に
よ
る
遺
言
を
認
め
な
い
民
法
の
精
神
に
反
す
る
と
し
て
、
X
勝
訴
。

　
ぬ
ら
は
本
件
の
よ
う
な
遺
言
を
有
効
と
す
る
こ
と
は
実
際
上
必
要
で
あ
り
、
法
律
事
項
は
可
能
な
か
ぎ
り
有
効
な
よ
う
に
解
釈
す
べ
き

で
あ
る
、
と
し
て
上
告
。

　
「
遺
言
モ
亦
法
律
行
為
二
外
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
有
効
二
成
立
ス
ル
ニ
ハ
内
容
ノ
確
定
セ
ル
カ
又
ハ
確
定
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ナ
ル



第三者による遺産の管理（有地）

ヘ
カ
テ
ナ
ル
八
言
ヲ
侯
タ
ス
、
今
本
件
遺
言
書
第
三
条
ヲ
観
ル
ユ
同
条
ニ
ハ
上
告
入
㌔
㌦
ノ
両
名
に
対
シ
遺
言
三
二
ル
A
ノ
全
財
産
ヲ
当

時
ノ
相
当
額
ニ
テ
売
却
シ
、
其
ノ
売
上
代
金
総
額
ノ
内
ヨ
リ
相
続
人
タ
ル
X
ノ
遺
留
分
ヲ
控
除
シ
其
ノ
余
ノ
売
得
金
ヲ
両
名
ノ
相
当
ト
認

ム
ル
方
法
ユ
依
り
遺
贈
分
配
其
ノ
他
寄
附
行
為
等
一
切
ノ
処
分
ヲ
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
委
任
ス
ト
ノ
記
載
ア
リ
テ
右
事
実
ハ
当
事
者
ノ
間
二

争
ナ
キ
旨
原
判
決
ノ
確
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
、
而
シ
テ
右
遺
言
ハ
遺
贈
ス
ヘ
キ
財
産
範
囲
ヲ
確
定
シ
タ
ル
ニ
止
マ
リ
、
受
遺
者
ノ
選
定
及
之

二
対
ス
ル
遺
贈
額
ノ
割
当
ハ
総
テ
右
両
名
ノ
裁
定
一
二
任
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
原
判
示
ノ
如
シ
、
然
レ
ト
モ
受
遺
者

ノ
選
定
及
之
二
対
ス
ル
遺
贈
額
ノ
割
当
ハ
如
何
ナ
ル
標
準
二
依
拠
シ
テ
之
ヲ
定
ム
ヘ
キ
ヤ
、
遺
言
書
ニ
ハ
右
両
名
ノ
相
当
ト
認
ム
ル
方
法

ト
云
フ
ノ
ミ
ナ
レ
ハ
、
受
託
ノ
範
囲
甚
シ
ク
広
汎
罪
過
ク
ル
結
果
其
ノ
実
現
極
メ
テ
困
難
ニ
シ
テ
受
託
者
ノ
行
為
ハ
多
ク
遺
言
者
ノ
意
思

二
乖
離
ス
ル
ノ
処
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
、
又
遺
言
書
中
寄
附
行
為
ト
云
フ
ハ
財
団
法
人
設
立
ノ
為
ニ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
、
或
ハ
公
共
団
体
等
二

寄
贈
ス
ル
場
合
ヲ
云
フ
モ
ノ
ナ
リ
や
否
ハ
姑
ク
措
ク
モ
、
如
何
ナ
ル
事
業
ノ
資
二
軸
ス
ヘ
キ
や
其
ノ
目
的
ヲ
モ
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
、
殊

二
受
託
者
両
名
ノ
意
見
相
反
ス
ル
場
合
二
君
テ
、
之
ヲ
如
何
二
二
ス
ヘ
キ
ヤ
ハ
遺
言
書
ノ
解
釈
二
当
リ
テ
ハ
其
ノ
文
字
ノ
ミ
ニ
拘
泥
ス
ル

ト
コ
ロ
ナ
ク
、
其
ノ
趣
旨
ノ
存
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
探
究
シ
遺
言
者
ノ
意
思
二
副
砲
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
難
モ
、

前
示
遺
言
中
遺
贈
二
関
ス
ル
部
分
ハ
寛
二
其
ノ
内
容
ヲ
確
定
ス
ヘ
キ
術
ナ
キ
白
黒
シ
、
該
部
分
ヲ
主
要
部
分
ト
ス
ル
遺
言
第
三
条
ハ
法
律

上
当
然
無
効
ナ
リ
ト
云
フ
ノ
外
ナ
シ
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

〔
一
八
〕
で
は
受
遺
者
と
遺
贈
額
の
決
定
を
第
三
者
Y
Y
に
委
託
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
Y
Y
に
委
託
し
た
と
み
て
も
結
果
は
変
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
遺
言
執
行
者
に
委
託
さ
れ
た
も
の
と
し
て
も
、
か
よ
う
な
委
託
の
遺
言
は
有
効
か
否
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

〔
闘
八
〕
で
は
本
件
の
よ
う
な
遺
言
中
の
遺
贈
に
関
す
る
部
分
は
そ
の
内
容
を
確
定
す
べ
き
方
法
が
な
い
こ
と
に
帰
す
る
か
ら
、
無
効
と

し
て
い
る
が
、
本
件
の
遺
贈
す
べ
き
財
産
の
範
囲
は
遺
産
総
額
か
ら
「
相
続
人
ノ
適
法
ノ
相
続
財
産
」
額
を
控
除
し
た
残
余
で
あ
る
の
で
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必
ず
し
も
確
定
し
え
な
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
処
分
の
補
充
と
し
て
、
受
遺
者
の
選
定
な
ら
び
に
遺
贈
額

説　
　
の
割
当
を
第
三
者
に
委
託
す
る
遺
言
を
も
っ
て
無
効
と
み
る
べ
き
か
で
あ
る
が
、
　
〔
國
八
〕
は
受
託
の
範
囲
が
広
汎
で
、
そ
の
実
現
が
き

論　
　
わ
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
か
よ
う
な
広
汎
性
の
ゆ
え
を
も
っ
て
受
託
者
の
行
為
が
遺
墨
者
の
意
思
と
乖
離
す
る
結
果
に

　
　
な
る
と
は
必
ず
し
も
い
い
え
な
い
。
ま
た
、
遺
言
代
理
禁
止
の
趣
旨
を
受
遺
者
や
受
贈
額
の
決
定
に
ま
で
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必

　
　
然
性
も
な
い
だ
け
で
な
く
、
受
遺
者
や
受
贈
額
の
決
定
も
遺
産
全
部
に
つ
い
て
無
制
約
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
範
囲
内
で
第

　
　
三
者
に
委
ね
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
・
り
、
無
効
と
す
る
理
由
に
乏
し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
・
り
な
い
（
忠
勤
耀
璽
着
電
簸
配

　
　
講
羅
俺
薫
）
。
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